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こども待合コーナーもできました（関市保健センター）
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聞いて、　　聞いて、
見て、見て、

触れる　　

 ものづくりの最前線。

触れる

 ものづくりの最前線。
広報せき 2014.11.1
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聞いて、　　聞いて、
見て、見て、

１ １月6日（木）～8日（土）
ふだんは知るこ とのない、ものづ く りの現場に出かけてみませんか？

◎インフォメーション会場　関市文化会館　市民ロビー（９：００～１８：００）

　　参加事業所の紹介と商品展示を行います。イベント全体の情報案内の

　　発信基地となります。　

　※入場無料。ただし一部ワークショップは参加費が必要です。　

　※事前予約が必要な工場については、関の工場参観日実行委員会事務局（関市役所商工課内）まで、

　　電話またはメールでお申し込みください。　☎２３－６７５３　メール shoko@city.seki.lg.jp

広報せき 2014.11.1
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人
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都
市
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す
る

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

左 肥田千代美さん  ジョブコーチとしてサポートしてます。　　　

右 鵜飼里味さん　部品ひとつ取りこぼさないよう心がけています。

みんなの元気なあいさつでスタート。
職場の雰囲気って大事ですよね。

瞳に届くものだから、
検査はプロ意識をもって
取り組んでいます。

平野亜耶さん

佐藤里奈さん　

私の検査が最終なんです。だから1枚も気を抜けません。

広報せき 2014.11.1
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毎
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も
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に
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え
て
い
く

オーダーされたこだわりの色に
応えたいです。
きっと満足してもらえる色を
作り出しますよ。

毎日同じ味が出せるように
牛乳づくりに思いを込めてます。

うちの牛乳は低温殺菌をじっくり。
手間暇かけておいしい牛乳を作っています。

今回は見学機会が少ない・・・
という工場を広報担当が訪問、
紹介しましたが、参観日には
もっともっとたくさんの
魅力的な空間が集まります！

あなたの
オドロキ

見つけてください

鷲見政貴さん

高井友樹さん　

松岡伸行さん

広報せき 2014.11.1
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平成２５年度決算の状況

一般会計の基金の状況市債の状況（借入金）

市の家計簿をわかりやすく公表します

照会先 財政課　 23-7709

　平成２５年度決算の状況をお知らせします。詳しくは、市役所、各地域事務所及び西部支所にある
わかりやすい説明書「せきしのけっさん」をご覧ください。
※「せきしのけっさん」は、市ホームページでも見ることができます。

　一般会計の歳入総額は、４０６億５，８４１万円で、前年度と比較して１３億６，２７１万円増加（伸率３．５％）
しています。また、歳出総額は、３８７億３，５５３万円で、前年度と比較して８億９，９２３万円の増加（伸率２．４％）
となっています。
　市の借入金である市債は、一般会計、特別会計、企業会計の年度末現在高は、６０９億２，０３９万円で、前
年度と比較して１４億１，５３５万円減少（伸率△２．３％）しています。一方、貯金である基金は、一般会計の年
度末現在高は、１８０億６，７１３万円で、前年度と比較して６億１，５５５万円増加（伸率３．５％）しています。

歳入 歳出
合計  406億
5,841万円

市税
129億4,766万円

民生費
105億497万円

教育費
62億6,097万円

総務費
60億5,874万円

土木費
45億2,950万円

公債費
42億865万円

衛生費
28億3,637万円

地方交付税
96億2,176万円

国庫支出金
48億7,448万円

市債
37億8,490万円

県支出金
20億6,495万円

諸収入
14億635万円

繰入金 
16億9,457万円

繰越金
14億5,940万円

地方消費税交付金
8億7,743万円

消防費
18億1,877万円

農林水産業費
14億5,853万円

商工費
6億3,550万円

その他　19億2,691万円 その他
4億2,353万円

合計  387億
3,553万円

合計  180億
6,713万円

※土地開発基金などの
定額運用基金は
含んでいません。

総合計  609億
2,039万円

財政調整基金
63億1,151万円

地域振興基金
33億564万円

減債基金
27億2,211万円

公共施設等
整備基金
23億6,282万円

臨時財政対策債
122億5,761万円

上水道
29億172万円

教育債
71億
2,029万円

土木債
68億
2,692万円総務債

37億
3,343万円

下水道
139億
3,974万円

農業集落
排水事業 
49億
5,626万円

簡易水道事業
27億9,797万円

衛生債  15億2,738万円
消防債  13億8,649万円
農林債     9億9,313万円
減税補てん債  9億396万円

民生債
6億6,600万円

災害復旧債
1億6,305万円

その他
2億9,006万円

その他  4億5,638万円

一般会計

特別
会計

企業
会計

職員退職
手当基金
16億152万円

その他の基金  2億3,254万円
地域の元気臨時交付金基金  6億447万円地域福祉基金

9億2,652万円

一般会計
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市の家計簿をわかりやすく公表します

　市民の皆様に市政をより身近に感じていただくため、市の決算につい
て事業ごとに概要や財源などを記載し、わかりやすく説明した「平成25年
度せきしのけっさん」を発行しました。
　「せきしのけっさん」は市ホームページで公開しています。また、市役所な
どの窓口でも無料で配布しています。　
　☆配布場所・・・・・財政課（本庁舎3階）、西部支所、各地域事務所

都市計画税の使途状況

特別会計

会　計　名 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 事 業 勘 定 ) 102億7,084万円 100億6,220万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 直 診 勘 定 ) 4億1,193万円 3億7,721万円

下 水 道 特 別 会 計 22億9,526万円 22億8,703万円

財 産 区 特 別 会 計 1,074万円 704万円

中 小 企 業 従 業 員 退 職 金 共 済 事 業 特 別 会 計 1億2,864万円 1億2,864万円

食 肉 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計 5,145万円 4,565万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8億4,582万円 8億4,570万円

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 4,966万円 4,966万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 62億4,329万円 61億9,597万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 6億5,361万円 6億5,361万円

有 線 放 送 事 業 特 別 会 計 4,892万円 4,890万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7億8,978万円 7億7,396万円

合 計 217億9,994万円 214億7,557万円

区　　分 金　　額

都
市
計
画
事
業
費
な
ど

街 路

公 園

下 水 道

そ の 他

都市計画事業　計   　

5億   207万円

6億5,496万円

1億7,647万円

1億   595万円

14億3,945万円

土地区画整理事業 2,559万円

地 方 債 償 還 額 18億1,895万円

合　　　 　　　計 32億8,399万円

上
記
の
財
源
内
訳

地 方 債 4億5,040万円

支 出 金 4億6,016万円

負 担 金 そ の 他 9,609万円

都市計画税収入額 9億1,854万円

一 般 財 源 等 13億5,880万円

合　　　　 　　計 32億8,399万円

市民一人あたりの使い道

市税に対する負担状況

区　　分 1人あたり

議 会 費 3,144円

総 務 費 66,156円

民 生 費 114,704円

衛 生 費 30,970円

農 林 水 産 業 費 15,926円

商 工 費 6,939円

土 木 費 49,458円

消 防 費 19,859円

教 育 費 68,364円

災 害 復 旧 費 1,481円

公 債 費 45,954円

合 　 　 　 　 　 計 422,955円

区　　分 1人あたり

市 民 税 57,918円

固 定 資 産 税 64,167円

軽 自 動 車 税 2,161円

市 た ば こ 税 6,548円

都 市 計 画 税 10,029円

入 湯 税 553円

合 計 141,376円

人口91,583人：平成26年3月31日現在

人口91,583人：平成26年3月31日現在

せきしのけっさん
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主な財政用語の説明

●会計区分
■一般会計

　市税、国や県からの補助金・交付金、手数料などの
収入や、市の行う仕事に必要な支出といったお金の処
理をまとめて行うために設けられた会計で、市のお金
の流れの中心となっています。

■企業会計
　事業で収益をあげて、その収益でまかなわれる会計
で、関市では上水道事業会計がこれにあたります。

■特別会計
　国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料
や使用料などの収入で運営していく事業については、
その事業にかかるお金の流れをわかりやすくするた
めに、一般会計とは別の会計を設けることになってい
ます。

■市税
　市民や市内に事務所などをもつ法人などに納めて
いただく税金で、市民税、固定資産税、軽自動車税、市
たばこ税、都市計画税などがあります。

■地方譲与税
　国税として徴収したものを、国が一定の基準により、
市に対して譲与するもので、地方揮発油譲与税、自動
車重量譲与税などがあります。

■地方消費税交付金
　地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者
数で按分し、市に対して交付するものです。

■地方交付税
　全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービ
スが受けられるよう、所得税、法人税、酒税、消費税、た
ばこ税といった国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

■分担金・負担金
　市の行う事業により利益を受ける方から、その受益
を限度として徴収するもので、保育園の保育料などが
該当します。

■使用料・手数料
　市の施設の利用や特定の事務により利益を受ける
方から、その受益に対する実費負担的なものとして徴
収するもので、体育館などの施設使用料や、住民票の
写しの交付手数料などが該当します。

■国庫支出金
　国が市に対して支出するもので、負担金、財政援助
のための補助金、委託費などがあります。

■県支出金
　県が市に対して支出するもので、県自らの施策とし
て単独で交付するものと、国庫支出金を県が経費の全
部または一部として交付するものがあります。

■財産収入
　市が所有する財産の貸付け、売払いなどにより得た
現金収入のことで、公共用地の売払収入や、基金積立
金の利子などが該当します。

■繰入金
　各種基金の取り崩しにより繰り入れたお金です。

■繰越金
　前年度の決算上、残ったお金です。

■諸収入
　収入の性質により、他の収入科目に含まれない収入
をまとめたもので、延滞金、預金利子、貸付金元利収
入、雑入などがあります。

■市債
　学校や道路などを建設する場合のように、長期間に
わたって利用することができ、多額の費用が必要なも
のの財源に充てるため、地方自治体が、政府・地方公共
団体金融機構・銀行などから調達する長期的な借入金
を「地方債」といい、市が調達する資金が「市債」です。

●歳入

■議会費
　市議会運営のための経費で、議員報酬も含まれます。

■総務費
　庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴収など
の経費です。

■民生費
　障がいのある方や高齢者に対する福祉の充実、子
育て支援などの経費です。

■衛生費
　　環境保全、疾病予防、健康増進などの経費です。
■農林水産業費

　農林水産業の振興を図るための支援や、生産基盤
整備などの経費です。

■商工費
　商工業や観光の振興などの経費です。

■土木費
　道路や河川、公園などの社会資本整備のための経
費です。

■消防費
　消防活動や災害対策などのための経費です。

■教育費
　学校教育・生涯学習の充実、文化・スポーツ振興な
どの経費です。

■災害復旧費
　大雨、暴風、地震などの災害により被災した施設等
を復旧するための経費です。

■公債費
　市債の元金・利子や一時借入金の利子を支払うた
めの経費です。

●歳出
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市の家計簿をわかりやすく公表します

健全化判断比率と資金不足比率からみる財政の健全度

財政運営判断指標からみる財政の健全度

1

2

●健全化判断比率（地方公共団体の財政の健全性に関する指標）

●財政運営判断指標（「関市健全な財政運営に関する条例」に基づく市独自の財政指標）

●資金不足比率（地方公営企業の経営の健全性に関する指標）

指　標　名 平成２5年度 平成２4年度
目標値

説　　　　　明
平成30年度 平成35年度

経 常 収 支 比 率 89.2% 91.3% 90.0% 90.0%

公債費、人件費などの義務的経費や経常的に支出される物件費、維持補修費などに
使われた一般財源の額が、市税、地方交付税など経常的に収入される一般財源の総
額に占める割合を表す比率　この比率が高くなると、臨時的事業に投資できる資金が
少なくなるため、財政が硬直しているということになります。

財政調整基金比率 26.5% 26.1% 27.2% 25.0% 標準的な１年間の収入に対して、貯金である財政調整基金が占める割合を表す比率
で、年度間の臨時的な支出に対応できる「ゆとり」を判断するための指標

地 方 債 残 高 比 率 150.8% 152.9% 130.0% 100.0% 標準的な１年間の収入に対して、借入金である地方債の残高が占める割合を表す比率
で、将来の地方債発行可能額を判断するための指標

債務償還可能年数 6.8年 6.9年 6.0年 5.0年 使い道が自由な収入をすべて使ったと仮定して、地方債などの債務を償還するのにか
かる年数を表すもので、債務が返済可能な規模となっているかを判断するための指標

公 債 費 の
普通交付税算入率 76.2% 66.1% 66.6% 66.6% これまでに発行した地方債の単年度における返済額（公債費）のうち、普通交付税を

算定するための基準となる財政需要額に算入される金額の割合を表す比率

地 方 債 残 高 の
普通交付税算入率 66.0% 66.3% 66.6% 66.6% これまでに発行した地方債の年度末残高のうち、普通交付税を算定するための基準と

なる財政需要額に算入される金額の割合を表す比率

指　標　名 平成２5年度 平成２4年度
参　　考

説　　　　明早期健全化基準
※2 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率
※1
ー

（△6.35％）

※1
ー

（△3.87％）
12.16% 20.0% 市の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運

営の深刻度を示す比率

連結実質赤字比率
※1
ー

（△11.42％）

※1
ー

（△9.00％）
17.16% 30.0% 市のすべての会計の赤字や黒字を合算して、市全体の赤字

の程度を指標化し、市全体の財政運営の深刻度を示す比率

実 質 公 債 費 比 率 8.9% 10.9% 25.0% 35.0% 市の借入金の返済額や、これに準じる額の大きさを
指標化し、資金繰りの危険度を示す比率

将 来 負 担 比 率
※1
ー

（△3.0％）

※1
ー

（△3.5％）
350.0% ※3

ー
現時点での市の借入金の額や将来負担しなければならない
額を指標化し、今後の財政運営を圧迫する可能性を示す比率

事　業　名 平成２5年度 平成２4年度
参　　考

説　　　　明
経営健全化基準

上 水 道 事 業 ー ー

20.0%
公営企業の資金不足を指標化し、経営状況の深刻度
を示す比率
※一般会計の実質赤字比率に相当するもの

下 水 道 事 業 ー ー

農業集落排水事業 ー ー

食肉センター事業 ー ー

公設地方卸売市場事業 ー ー

簡 易 水 道 事 業 ー ー

関市の財政の健全度
　平成２5年度決算に基づく本市の健全化判断比率、資金不足比率及び財政運営判断指標は、次のとおりです。健全化判断比
率及び資金不足比率ともに早期健全化基準等を下回り、前年度に引き続き健全な状態です。
　特に健全化判断比率の実質公債費比率は、前年度と比較して2.0ポイント減少しています。これは、借入金が返済元金を超え
ることがないように市債発行額を抑制するなど、公債費負担の軽減に努めてきたことによるものです。また、関市独自の財政運
営判断指標は、前年度と比較しておおむね良好な数値に推移しており、5年度、10年後においても各指標の目標値を維持できる
ものと考えられます。
　今後とも、これらの財政運営のルールに基づき、現在の健全財政を維持するとともに、住民自治による行財政運営の充実・健
全化を図っていきます。

※1　実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率は、いずれも黒字であったため「－」と表記していますが、参考に黒字の程度を（　）内に△で併記しています。
※2　市町村の早期健全化基準は、財政規模に応じて異なります。	 	 	 	 	
※3　将来負担比率には、財政再生基準は設けられていません。

※各会計の資金不足比率は、黒字であったため「－」と表記しています。

※条例に基づき平成２５年１２月に策定した「関市長期財政計画」では、平成２6年度以降１０年の期間における各指標の５年後、10年後の目標値を設けています。
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指　標　名
（　）は前年度の値 一般家庭にたとえて説明すると・・・

経常収支比率
89.2％

（91.3%）

＊給料のうち、どうしても必要な生活費やローン返済額などが占める割合を表しています。支払わなくて
はならない経費の割合が、89.2％を占めているということになります。前年度と比較して2.1ポイント減少
しています。これは、食料費（人件費）やローン返済額（公債費）が大幅に減少したためです。

財政調整基金比率
26.5％

（26.1%）

＊使い道の決まっていない定期預金が、所得と比較したときにどれだけあるかを表しており、所得の
26.5%の蓄えがあるということになります。前年度と比較して0.4ポイント増加しています。定期預金の取
崩し（基金繰入）を抑えつつ、将来の臨時的な支出（投資的経費）に備えて積立て（基金への積み増し）
を行いました。

地方債残高比率
150.8％

（152.9%）

＊住宅ローンなどの借入金の残高が、所得と比較したときにどれだけ残っているかを表しており、所得の
約１．5倍のローンが残っていることになります。前年度と比較して2.1ポイント減少しています。順調な減
少傾向にありますが、5年後10年後の目標値に向けて、今後も計画的な借入れに努める必要があります。

債務償還可能年数
6.8年（6.9年）

＊給料のうち、どうしても支払わなければならない経費以外のお金をすべてローンの返済に充てたとし
て、何年で借金が返済できるかを表しています。計算上では、７年以内にすべての借入金を返済できるこ
とになっています。前年度と比較して0.1ポイント減少しています。地方債残高比率と同様に順調な減少傾
向にありますが、5年後10年後の目標値に向けて、今後も計画的な借入れに努める必要があります。

公債費の
普通交付税算入率

76.2%
（66.1%）

＊ローン返済額のうち、利子補給や税額控除などの補てんがあった割合を表しています。ローン返済額の
76.2%は補てん分であり、自己負担分は返済額の23.8%ということになっています。前年度と比較して10.1
ポイント増加しています。今年度のローン返済額（公債費）は、有利な借入れに対する返済が多く、利子補
給などの補てん（普通交付税への算入）が、前年度よりも多く受けられました。

地方債残高の
普通交付税算入率

66.0%
（66.3%）

＊ローン残高のうち、利子補給や税額控除などの補てんが受けられる割合を表しています。ローン残高の
66.0%は補てんが受けられる見込みであり、実際に負担すべきローン残高の割合は、34.0%ということに
なります。前年度と比較して0.3ポイント減少していますが、目標とする算入率をおおむね維持していると
いえます。今後も、有利な借入れ（過疎対策事業債など）を活用し、ローン（公債費）負担の軽減に努める
必要があります。

広報せき 2014.11.1

●財政運営判断指標を家庭にたとえると・・・

■支払わなければならない経費の割合
　例：食費、光熱水費、ローン返済など

■自由に使える割合
　例：旅行、自動車購入など

■利子補給などの補てんがあった割合

■ローン返済額のうち、実際の自己負担　
　分の割合

■利子補給などの補てんが受けられる　　
　ローン残高の割合

■ローン残高のうち、実際に負担しなければ
　ならない残高の割合
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10.8％
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34.0％

所得

0.0% 25.0%

26.5%
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平成25年度は、収支差引して１億５，１７３万円の純利益となりました。

収支差引して不足する額6億7,862万円は、損益勘定留保資金などで補てんしました。
※損益勘定留保資金とは、減価償却費などの現金を伴わない経費で資本的支出の財源になります。

※建設費の内、武儀上之保地区簡易水道統合事業として送水管布設など総額2億5,176万円の工事を実施しました。

水道施設の建設や更新にかかる経費とその財源〈税込み〉

企　業　債 … 施設建設などの財源とするために国などから借り入れる長期の借入金です。
建設改良費 … 水道施設の更新、改良などを行うための経費です。
企業債償還金 … 水道施設などをつくるために借りたお金の元金の支払いです。

資本的収入および支出

広報せき 2014.11.1

市の家計簿をわかりやすく公表します

上水道事業会計の経営状況

簡易水道の経営状況

上水道事業は、地方公営企業法に基づき経営し、皆さんの水道料金を主な収入源として「独立採算制」で運
営しています。上水道事業会計は、収益的収支と資本的収支に区分されます。

平成２5年度決算から

平成２5年度決算から

水道施設を維持管理するための経費とその財源〈税抜き〉

減価償却費 … 固定資産（建物、機械備品など）が、時の経過などに伴って摩耗や消耗などにより、価値が減
　　　　　　  少した分を費用化したものです。
物　件　費 … 給配水管や機器などの修繕費、電気料、材料代などの経費です。
企業債利息 … 水道施設などをつくるために借りたお金の利息の支払いです。

収益的収入および支出

収入
合計  12億
4,611万円

営業収益（使用料など）
12億2,507万円　98%

支出
合計  10億
9,438万円

物件費
3億5,738万円　
32%

人件費
1億4,185万円　
13%

減価償却費
４億9,096万円　45%

繰入金
2億6,555万円　
41%

公債費
2億5,648万円　
39%

人件費
3,325万円　
5%

建設費
2億8,892万円　
44%

維持管理費
7,496万円　
12%

市債
2億1,820万円　
33%

料金など
1億1,734万円　
18% 歳入

合計  6億  
5,361万円

歳出
合計  6億
5,361万円

建設改良費
7億3,439万円　
83%

企業債償還金
1億4,799万円　
17%

支出
合計  8億
8,238万円

収入
合計  2億
376万円

企業債
7,000万円　
34%

工事負担金
1億2,668万円　
62%

営業外収益
2,065万円　2%

繰越金
5万円　0%

補助金5,100万円　8%
諸収入
147万円　0%

固定資産
売却代金
9万円　0%

負担金
699万円
4%

その他の経費
5,212万円　5%企業債利息

5,207万円　5%

特別利益
39万円　0%
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83%
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支出
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4%

その他の経費
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5,207万円　5%

特別利益
39万円　0%

※建設改良費の内、小瀬水源地などの施設整備、老朽管更新(8件）など総額7億108万円の工事を実施しました。
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市の家計簿をわかりやすく公表します

広報せき 2014.11.1

１．料金などとは、使用料や受益者負担金および検査手数
　   料などです。
２．補助金とは、主に建設事業に対する補助金などです。
３．繰入金とは、経費不足分を関市一般会計から繰り入れす
　   るものです。
４．市債とは、経営で不足する費用のうち、国が認めたお金
　   を借り入れるものです。

１．人件費とは、給料・手当・共済費などです。
２．建設費とは、水道管や汚水管、下水処理場などの工事
　   にかかる費用です。
３．維持管理費とは、薬品の購入や電気料金および委託費
　   用です。
４．公債費とは、借り入れたお金を返済するための費用です。

下水道の経営状況
下水道の決算は、下水道特別会計・農業集落排水事業特別会計・し尿処理費（一般会計）を合算しています。

平成２5年度決算から

簡易水道、下水道の語句の説明

繰入金
17億5,590万円　
54%

補助金
2,900万円　
0.9%

公債費
18億
1,290万円　
56%

人件費
2億662万円　
6%

建設費
2億2,482万円　
7%

維持管理費
9億8,353万円　
31%

市債
1億6,040万円　
5%

料金など
12億8,437万円　
40%

歳入
合計  32億  
3,509万円

合計  32億
2,787万円

諸収入
542万円　0.1%

歳出
繰入金
17億5,590万円　
54%

補助金
2,900万円　
0.9%

公債費
18億
1,290万円　
56%

人件費
2億662万円　
6%

建設費
2億2,482万円　
7%

維持管理費
9億8,353万円　
31%

市債
1億6,040万円　
5%

料金など
12億8,437万円　
40%

歳入
合計  32億  
3,509万円

合計  32億
2,787万円

諸収入
542万円　0.1%

歳出

第２部

　

市
で
は
、少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
う

社
会
保
障
費
の
増
加
を
は
じ
め
、地
方
交
付
税

の
合
併
特
例
終
了
に
よ
る
減
額
な
ど
、財
政
状

況
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
な
か
、老
朽
化
に
よ

る
公
共
施
設
の
大
量
更
新
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、公
共
施
設
再
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
現
状
と
課
題
、そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
、共
に
将
来
の

関
市
を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
再
配
置
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

◆
内
容　

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題
か
ら
、再

配
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、将
来
の
公

共
施
設
の
再
配
置
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

12
人
程
度　

※
応
募
多
数
の
場

合
は
審
査
に
よ
り
決
定

◆
応
募
資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て

満
18
歳
以
上
の
市
に
在
住
、通
勤
、通
学
し
て

い
る
方
。

◆
時
期
・
回
数　

平
成
27
年
１
月
～
２
月
の
平

日
で
計
３
回
開
催
。時
間
は
午
後
７
時
30
分

～
９
時
30
分
を
予
定
。　

◆
場
所　

市
役
所
会
議
室
な
ど

◆
応
募
方
法　

秘
書
広
報
課
で
受
領
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
所
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、同
課
窓
口
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
に
て
、11

月
28
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
・
照
会
先　

〒
５
０
１
―
３
８
９
４

　

若
草
通
３
丁
目
１
番
地　

秘
書
広
報
課
経

営
戦
略
室（
☎
23
―
７
７
１
０　

23
―

７
７
４
４　

メ
ー
ル  hishokoho@

city.
seki.lg.jp

）

　

平
成
27
年
度
に
次
の
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、12
月
19
日（
金
）ま
で
に
、そ
れ
ぞ
れ

の
申
込
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
施
設
と
申
込
先

▽
関
市
総
合
体
育
館（
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、武
道
場
、会
議
室
）

　

＝
関
わ
か
く
さ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
総
合
体
育

　

館
内
☎
23
―
８
８
２
２
）

▽
中
池
公
園（
市
民
球
場
、中
池
東
グ
ラ
ウ
ン

　

ド
、陸
上
競
技
場
、グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
中

　

池
、多
目
的
広
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、市
民
プ
ー

　

ル
、中
池
体
育
館
）お
よ
び
鮎
の
瀬
、十
六
所
、

　

稲
口
、松
原
、下
有
知
、肥
田
瀬
、肥
田
瀬

　

第
２
、片
倉
、本
郷
、テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
各

　

グ
ラ
ウ
ン
ド

　

＝
中
池
公
園
事
務
所（
☎
24
―
０
２
１
４
）

◆
期
日　

11
月
16
日
㊐

◆
場
所　

グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
中
池

◆
内
容　

▽
9
時
か
ら
＝
関
市
小
学
生
タ
グ
ラ

　

グ
ビ
ー
大
会（
兼
サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第
11
回

　

全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会
関

　

市
予
選
）　

▽
終
了
後
＝
小
学
生
ス
ク
ー
ル

　

ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
戦

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
照
会
先 　

関
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
実
行
委
員
会（
総
合
体
育
館
内
☎
23
―

　

８
５
２
５
）

募 集
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平
成
26
年
市
議
会
第
３
回
定
例
会
を
、
９
月

２
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
30
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
９
件
、
一
般

議
案
４
件
、
補
正
予
算
11
件
、
決
算
認
定
13
件
、

報
告
３
件
、
諮
問
３
件
、
請
願
１
件
、
議
員
提

案
２
件
（
意
見
書
）
の
合
わ
せ
て
46
件
を
審
議

し
ま
し
た
。
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
９
月
２
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
30

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
武
芸
川
事

務
所
耐
震
補
強
・
改
修
（
建
築
）
工
事
）
な
ど

３
件
に
つ
い
て
可
決
し
、
公
平
委
員
会
委
員
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
及
び

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

▼
11
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
５
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

関
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
関
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、
平
成
25
年
度

関
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
な
ど
28
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任

委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
12
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
12
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
16
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
３
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
17
日
～
26
日
は
各
常
任
委
員
会
及
び
自
治

基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
10
月
１
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委

員
長
か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報

告
が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
各
委
員

長
の
報
告
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
第

１
号
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定

を
撤
回
し
、
立
法
化
し
な
い
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
請
願
書
」
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
自

治
基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
か

ら
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
議
案
に
つ
い
て

さ
ら
に
慎
重
に
審
査
す
る
た
め
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
委

員
長
の
申
し
出
ど
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査

を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
議
案
（
補
正

予
算
）
１
件
を
可
決
し
た
の
ち
、
議
員
提
案
２

件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問

　

豪
雨
災
害

質
問
　
避
難
勧
告
発
令
等
の
方
針
は

　

答
弁　

８
月
10
日
の
台
風
11
号
に
よ
る
豪
雨

災
害
時
の
避
難
勧
告
発
令
で
は
、「
長
良
川
が

避
難
判
断
水
位
に
達
し
た
た
め
」
と
発
令
理
由

に
つ
い
て
も
伝
達
し
、
対
象
エ
リ
ア
の
中
で
も

特
に
長
良
川
流
域
の
住
民
の
避
難
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
広
い
エ
リ
ア
へ
の
急
な
避
難
勧
告

発
令
に
よ
り
、
不
安
に
感
じ
ら
れ
た
住
民
の
方

も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
水
害
を
受
け

る
対
象
エ
リ
ア
の
絞
り
込
み
を
行
う
方
針
で
す
。

さ
ら
に
、
河
川
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
事
前
啓

発
す
る
こ
と
や
、
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
前
に

避
難
準
備
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

不
安
を
取
り
除
く
な
ど
の
対
応
も
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
様
に
は
、
市
の
避
難
勧
告

発
令
時
に
お
い
て
、
そ
の
場
の
状
況
か
ら
ど
う

行
動
す
る
の
が
最
善
か
を
個
人
で
判
断
す
る
こ

と
も
自
助
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
も

出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
更
な
る
啓
発
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

過
疎
地
域
の
学
校
統
合

質
問　

施
設
の
活
用
方
法
は

　

答
弁　

武
儀
・
上
之
保
地
域
及
び
洞
戸
・
板

取
地
域
の
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
多
人
数
で
の

活
動
に
よ
り
教
育
的
な
効
果
を
高
め
て
い
く
た

め
に
、
中
学
校
の
再
編
に
向
け
て
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
再
編
に
伴
っ
て
遊
休
施
設
と
な
る
校
舎

を
単
独
の
機
能
を
有
す
る
施
設
と
し
て
活
用
す

る
の
で
は
な
く
、
多
面
的
な
機
能
を
有
し
、
地

域
振
興
の
目
的
を
総
合
的
に
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
例
え
ば
、
上
之
保

中
学
校
の
校
舎
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
校

舎
の
活
用
、
そ
れ
だ
け
の
検
討
に
留
ま
ら
ず
、

上
之
保
事
務
所
の
在
り
方
も
含
め
て
、
地
域
全

体
の
施
設
利
用
を
考
慮
し
た
議
論
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
対
策

質
問
　
今
後
の
対
策
は

　

答
弁　

県
の
事
業
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
は
、
今
年
度
、
市
内
全
小
中
学
校
に
配

置
さ
れ
て
お
り
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
、
教
職

員
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
指
導
・
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。
県
下
に
４
名
配
置
さ
れ
て
い
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
教
育
分
野
の
み
な

ら
ず
社
会
福
祉
分
野
の
専
門
知
識
を
有
し
て
お

り
、
関
市
に
お
い
て
は
９
月
か
ら
６
回
程
度
活

用
す
る
予
定
で
す
。

市
議
会
第
3
回
定
例
会
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一
般
質
問

　

介
護
療
養
型
医
療
施
設

質
問
　
今
後
の
体
制
確
保
は

　

答
弁　

介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
国
が
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
廃
止
す
る
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
施
設
が
担
っ
て
い
る
機
能
に
つ
い

て
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
の
で
、
国
の
動
向
を

見
守
り
な
が
ら
そ
の
機
能
が
介
護
老
人
保
健
施

設
等
で
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳

を
迎
え
、
要
介
護
高
齢
者
の
数
が
急
激
に
増
加

し
、
病
院
や
施
設
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
在
宅
医
療
の
提
供
を
含
め

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で

あ
り
、
医
療
と
介
護
が
連
携
し
て
在
宅
医
療
を

支
援
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
安
全

質
問
　
所
在
不
明
の
防
止
体
制
は

　

答
弁　

小
学
校
入
学
の
前
年
に
行
う
就
学

時
検
診
の
際
に
、
当
該
年
度
の
児
童
に
つ
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
き
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

検
診
に
出
席
し
な
い
児
童
の
家
へ
は
学
校
の
教

員
が
訪
問
し
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
後
、
不
登
校
な
ど
で
欠
席
が
長
期
化
し

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
情
報
を
学
校
と
地
域
の

民
生
委
員
、
学
校
教
育
課
や
子
ど
も
家
庭
課
な

ど
で
共
有
し
、
関
係
者
が
家
庭
訪
問
等
を
行
い

確
認
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
本
人
と
会
わ
せ

な
い
場
合
に
は
、
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
や
警

察
に
依
頼
し
、
本
人
確
認
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
市
外
へ
転
出
の
手
続
き
を

し
た
後
、
転
入
す
べ
き
学
校
へ
連
絡
し
な
い
場

合
は
、
学
校
教
育
課
が
転
出
先
の
市
町
村
教
育

委
員
会
や
学
校
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
が
所
在

不
明
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
て
、
所

在
不
明
の
児
童
生
徒
が
出
な
い
よ
う
確
実
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
政
策

質
問
　
新
規
就
農
者
の
確
保
は

　

答
弁　

平
成
23
年
度
か
ら
現
在
ま
で
の
３

年
半
の
間
で
、
10
名
の
若
手
の
方
に
新
規
就
農

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
若
手
の
就
農
者
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
農
業
関
係
機
関
で
構
成
す

る
中
濃
地
域
営
農
推
進
会
議
や
中
濃
地
域
就
農

支
援
協
議
会
に
お
け
る
情
報
共
有
や
就
農
ま
で

の
誘
導
、
ま
た
新
規
就
農
者
自
立
支
援
シ
ス
テ

ム
な
ど
で
、
営
農
の
継
続
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
の
青
年
就
農
給
付
金
に
よ
る

支
援
は
年
齢
が
45
歳
を
超
え
る
と
給
付
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
関
市
独

自
の
施
策
と
し
て
、
45
歳
を
超
え
る
方
に
対
す

る
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業

と
し
て
は
、
今
年
度
「
農
業
魅
力
発
見
ナ
ビ
」

と
し
て
、
農
業
学
校
の
学
生
や
新
規
就
農
希
望

者
を
対
象
に
、
農
業
の
現
場
を
見
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。

　

三
市
連
携
事
業

質
問
　
期
待
さ
れ
る
効
果
は

　

答
弁　

今
年
４
月
か
ら
行
っ
て
い
る
人
事

交
流
は
、
関
市
、
美
濃
加
茂
市
、
各
務
原
市
が

相
互
に
職
員
２
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の

人
事
交
流
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
広
い

視
野
や
柔
軟
な
発
想
力
を
身
に
付
け
、
三
市
の

施
策
の
幅
が
広
が
り
一
層
質
の
高
い
も
の
に
な

る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
人
事
交
流
の
メ
リ
ッ
ト

が
組
織
全
体
に
広
が
り
、
組
織
の
活
性
化
や
職

員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
の
効
果
は
１
年

や
２
年
で
結
果
が
表
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
出
来
る
限
り
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

投
票
区
の
見
直
し

質
問
　
有
権
者
の
利
便
性
の
確
保
は

　

答
弁　

実
施
時
期
は
来
年
４
月
に
執
行
予
定

の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
見
直
し
に
よ
り
、
投
票
所
か
ら
過
度
に
遠
距
離

と
な
る
地
域
に
つ
い
て
は
代
替
手
段
を
考
え
て
お

り
、
板
取
・
上
之
保
地
域
に
お
い
て
は
旧
の
投
票

所
に
半
日
ほ
ど
開
設
す
る
臨
時
期
日
前
投
票
所
の

設
置
、
交
通
手
段
の
確
保
と
し
て
、
旧
武
儀
郡
の

各
地
域
に
お
い
て
は
地
域
バ
ス
の
活
用
、
富
野
地

域
に
お
い
て
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
バ
ス
停
か
ら

投
票
所
ま
で
の
送
迎
、
ま
た
期
日
前
投
票
所
の
拡

充
と
し
て
、
新
た
に
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

設
置
す
る
な
ど
有
権
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
環
境
整
備

質
問
　
ご
み
の
収
集
の
方
法
は

　

答
弁　

公
園
の
清
掃
業
務
は
、
主
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
近
隣
の
自
治
会
、
団
体
に

委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託

を
受
け
て
、
除
草
や
ご
み
拾
い
、
ト
イ
レ
清
掃

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

公
園
清
掃
に
て
集
め
た
草
木
や
ご
み
等
が
一

度
に
大
量
に
発
生
し
ま
す
と
収
集
運
搬
業
務
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

一
度
に
５
袋
を
超
え
る
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
搬
出
で
は
な
く
、
市
役
所
に
連
絡
を
い
た

だ
き
都
市
整
備
課
の
職
員
が
直
接
回
収
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
処
理
方
法
は
、
実
際
に
作
業
を
し
て
い

た
だ
く
方
々
に
対
し
て
、
連
絡
が
十
分
に
届
い

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
の
で
、
改
め
て
連
絡

の
徹
底
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策

質
問
　
現
状
と
今
後
の
対
策
は

　

答
弁　

昨
年
度
総
務
省
が
行
っ
た
住
宅
土

地
統
計
調
査
の
速
報
値
か
ら
、
関
市
内
に
は
約

５
，
０
０
０
戸
の
空
き
家
が
あ
る
と
推
計
さ
れ

ま
す
。
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
方
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
空

き
家
が
増
加
し
、
ま
た
老
朽
化
に
伴
い
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
空
き
家
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
空
き
家
に
対
す
る
法
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的
手
続
き
や
手
順
は
十
分
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、

対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

空
き
家
対
策
条
例
は
、
国
が
秋
の
臨
時
国
会

に
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
の
改
修
や
取
り
壊
し

を
進
め
る
法
律
案
を
提
案
す
る
動
き
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
国
の
動
向
に
注
視
し
、
県
の
空

き
家
対
策
協
議
会
な
ど
と
十
分
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
条
例
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

質
問
　
小
中
学
生
へ
の
取
り
組
み
は

　

答
弁　

毎
年
、
学
校
か
ら
全
保
護
者
へ
就
学

援
助
制
度
に
つ
い
て
の
案
内
文
書
を
配
付
し
、

援
助
申
請
を
受
け
た
後
、
審
査
・
認
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
前
年
度
ま
で
援
助
を
受
け
て
い
て
、

そ
の
後
の
申
請
が
な
い
家
庭
や
、
給
食
費
等
の

長
期
に
わ
た
る
未
納
が
あ
る
家
庭
な
ど
の
保
護

者
と
は
懇
談
を
行
い
、
経
済
的
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
就
学
援
助
制
度
の
活
用
を
勧
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
で
の
児
童
生
徒
の
様
子
や
、
家

庭
訪
問
時
の
様
子
な
ど
か
ら
、
経
済
的
支
援
が

必
要
な
家
庭
の
状
況
を
あ
る
程
度
把
握
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
の
情
報
を
、
地
域
の
民

生
委
員
、
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
や
中
濃
子
ど

も
相
談
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
、
支
援
の
必
要
な

家
庭
へ
の
相
談
体
制
を
整
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
い
か
な
る
経
済
状
況
の
家
庭
の
子
ど

も
で
あ
っ
て
も
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
機
会
均

等
を
図
る
た
め
、
就
学
援
助
制
度
を
根
幹
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

質
問
　
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
は

　

答
弁　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
、
関
市
の
総

合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
、
市
の
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
た「
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
計
画
」

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
計

画
期
間
の
う
ち
３
年
近
く
の
期
間
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
度
末
で
の
推
進
計
画
の
進
捗
状
況

は
、
58
事
業
の
う
ち
で
、
計
画
ど
お
り
が
45
事

業
、
計
画
よ
り
も
早
い
が
４
事
業
、
既
に
完
了

が
１
事
業
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
お
お
む
ね
順

調
に
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
取
組
内
容
を
修
正
し
て
進
め
て
い
る
も

の
が
６
事
業
、
計
画
よ
り
も
進
捗
が
遅
れ
て
い

る
も
の
が
２
事
業
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
達
成
の
目
途
が
つ
い
て
い
ま
す
。

 

審
議
の
結
果

◎
９
月
２
日
可
決
・
同
意
分

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
《
武
芸
川
事
務
所
耐

震
補
強
・
改
修
（
建
築
）
工
事
、
中
池
体
育
館

耐
震
補
強
等
工
事
》
▼
財
産
の
取
得
（
関
市
庁

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
（
行
政
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
の
購
入
））

▼
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
（
同
意
）

再
任　

1
名　

※
任
期
４
年

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任

（
同
意
）

新
任　

1
名　

※
任
期
３
年

▼
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
（
同
意
）

新
任　

1
名　

※
任
期
４
年

◎
９
月
11
日
可
決
・
報
告
分

▼
関
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
▼
関
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
▼
関
市
有
線
放
送
施
設
条
例
の

一
部
改
正
▼
関
市
地
区
公
民
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
▼
平
成
25
年
度

決
算
に
基
づ
く
関
市
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

▼
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
関
市
資
金
不
足

比
率
の
報
告
▼
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
関

市
財
政
運
営
判
断
指
標
の
報
告

◎
10
月
１
日
可
決
・
認
定
分

▼
関
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
▼
関
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
▼
関
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
▼
関
市
留
守
家
庭
児
童

教
室
条
例
の
一
部
改
正
▼
平
成
26
年
度
関
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
▼
平
成
26

年
度
関
市
特
別
会
計
補
正
予
算
《
国
民
健
康

保
険
（
第
１
号
）、
下
水
道
（
第
１
号
）、
財

産
区
（
第
１
号
）、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
第

１
号
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第
２
号
）、

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
（
第
１
号
）、
介
護

保
険
事
業
（
第
２
号
）、
簡
易
水
道
事
業
（
第

２
号
）、
後
期
高
齢
者
医
療
（
第
１
号
）》
▼

平
成
25
年
度
関
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
▼
平
成
25
年
度
関
市
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
《
国
民
健
康
保
険
、
下
水
道
、

財
産
区
、
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
共
済
事

業
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
、
介
護
保

険
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
有
線
放
送
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
》
▼
平
成
25
年
度
関
市
上

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
▼
平
成
26
年
度

関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
▼
軽

度
外
傷
性
脳
損
傷
に
係
る
周
知
及
び
適
切
な

労
災
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
▼
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の

導
入
に
係
る
財
政
措
置
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

◎
10
月
１
日
不
採
択
分

▼
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を

撤
回
し
、
立
法
化
し
な
い
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
請
願
書

◎
継
続
審
査
分

▼
関
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定

※
次
回
の
平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11

月
27
日
（
木
）
に
開
会
予
定
で
す
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中

継
を
放
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
議
員
の
質
問
に

つ
い
て
は
、
録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先 

議
会
事
務
局
（
☎
23
―
９
０
６
８
）
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大好評!

シールラリーも

実施します！！

“きて みて 体験して”
素敵な景品を
GETしよう！

（※なくなり次第、終了）

と    き ところ

きて みて 体験してみませんか！

ＳＥＫＩ いきいきフェスタ
２０１４

照会先 SEKI いきいきフェスタ 2014 実行委員会事務局（生涯学習課） 23-7777

　生涯学習の拠点施設「わかくさ・プラザ」を活用し、市民による学びの団体が中心と
なって「ＳＥＫＩいきいきフェスタ２０１４」を開催します。
　「きて、みて、体験してみませんか」を合言葉に、６４の団体が、子どもから高齢者ま
で、学びのきっかけとなる体験や展示を用意し、皆さんの来場をお待ちしています！

※行事内容、時間などが一部変更になる場合があります。※体験コーナーでは、材料代（５００円以内）が必要なコーナーもあります。

１１月２３日（日・祝）９：３０～１５：３０ わかくさ・プラザ
オープニングセレモニーアトラクション出演者：スタジオスクエア ダンスチーム、ダンスチーム Ｄｕｅｌ、はもみん

ステージ（屋外特設ステージ）ステージ（多目的ホールステージ）

交流プラザ（屋外）

屋外特設コーナー

ステージ（屋内特設ステージ）

時間 内容・テーマ 団体名

13:00〜
13:30

みんなで楽しくブラジルダ
ンスを踊ろう！！

関市国際交流協会
ブラジルダンスチーム

時間 内容・テーマ 団体名

10:00～
10:30

大正琴アンサンブルの
演奏

琴伝流大正琴
関孫六会

10:30〜
11:00

ウクレレの優しい音色をお
届けします

アカ　アカ　
ウクレレクラブ

11:00〜
11:30

心も体も元気いっぱいダン
スパフォーマンス

スタジオスクエア　
ダンスチーム

11:30〜
12:00

笑顔で楽しく
フラダンス！ オリ　アロハ　アイナ

12:00〜
12:30

元気に！パワフルに！ダンスチー
ムDueｌ（ヒップホップダンス） ダンスチーム Ｄｕｅｌ

12:30~
13:00

笑顔でフラ!!フラで元気を
お届けします！

ハーラウ　フラ　オ　
アロヒラニ

13:00~
13:30 ステキなフラダンス メレモエ　フラサークル

13:30~
14:00

ハワイの風を感じよう！
（フラダンス） マカナニ　フラ　スタジオ

14:00~
14:30

みんなでハワイの風を感じま
しょう（ハワイアン演奏） ヒロ　マーコウ

14:30~
15:00

Let`s　Dance！（キッズダンス
の発表後、ダンス体験あり！）

キッズダンスカンパニー
FUN FUN FUN

内容・テーマ 団体名

焼きそばの販売
スライム、手作り品・不要品販売 工房ぱおぱお

縫製製品、木工製品、花苗、
パン、クッキーの販売

社福）岐阜県福祉事業団　
岐阜県立ひまわりの丘

不要品と果物の販売 関あいの会

だんご、不要品の販売 こぼの会

サーターアンダーギーの販売 関地区更生保護女性会

うどん、コーヒーの販売 関ボラ絆の会

五目御飯・お茶の販売、円空汁の
無料配布（13:30～） 災害ボランティア関

マドレーヌ、中華スープの販売 関市国際交流協会

上之保の柚子使用「ゆずパウンドケ
ーキ」

関有知高等学校
生活福祉科

内容・テーマ 団体名

広げよう献血の輪！ 関市献血推進協議会

休日骨髄ドナー集団登録会 岐阜県関保健所

オリジナル缶バッジをつくろう 関市社会福祉協議会

時間 内容・テーマ 団体名

10:00〜
10:30

楽しく体を動かして健康に
なろう！（3B体操体験） （公社）日本３Ｂ体操協会

11:00〜
11:30

楽しく歌おう！！
童謡・唱歌 ナ歌喜（なかよし）

11:30〜
12:00

こころ癒す箏の音色、
日本の音色を奏でます 箏曲　長沼会

12:00〜
12:30

みんなで体を動かして体験してみよ
う！（日本舞踊の所作で踊り体験） スマイル・ノス

13:00〜
13:30

ケイキを中心としたウクレ
レ演奏会

レアレア　Ukulele　
サークル

13:30~
14:00

心に残る日本のメロディを
合唱します スウィートエコーせき

14:00~
14:30

大正琴の音色で癒しの心を
あなたに…（大正琴の演奏）

琴修会
14:30~
15:00 （大正琴の演奏体験）

関市合併10周年記念
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学習情報館１階

学習情報館３階

学習情報館２階

総合体育館１階

展示・体験コーナー

会場 内容・テーマ 団体名 料金

料理実習室 ★親子で楽しいおやつ作り
（材料がなくなり次第終了）

関市地域女性
の会連合会 200円

創作実習室

★ケアマッサージでリラ
ックス！介護予防！！
（ハンドマッサージ体験）

ひつじ 300円

★くらしに彩りの花飾り
（寄せ植え作り）

関寄せ植えサ
ークル 500円

ギャラリー

子どもたちの壊れたオモ
チャを修理します！（お
もちゃを持参ください）

関おもちゃ病
院 無料

★ハワイアンな小物を
作って楽しもう！ ナプアエコル 300〜

500円

♥1年間の行事、活動
記録の発表

関市女性連絡
協議会 無料

♥手書きの文字を楽し
んで下さい

ペン習字教室
香芸会 無料

２－１研修室

♥集い学び楽しいよ！文化
刺しゅうと木目込み人形

関木目込み人形と
文化刺しゅうクラブ 無料

♥はがきからの日本画
で仲間づくりしよう！ 彩日本画会 無料

★レースでおしゃれな
カードケース作り

トールペイン
トサークル 500円

★凧づくり、夢をのせ
て揚げよう！ 関　凧の会 200円

国際交流
コーナー

♥ぼく　わたし　うつ
ってますか!?（市の行
事の映像上映など）

関市社会教育
視聴覚協議会 無料

和室

★着物で仲良く友達づ
くり（着付け体験） よそほひの会 無料

★小・中学生によるお茶
会、体験もできます！ なつめ会 300円

会場 内容・テーマ 団体名 料金

エントランス
ホール壁面

♥楽しくかな文字に親し
み、年賀状短歌等を学ぶ 毛筆かな教室 無料

♥きっとある!あなたと
学ぶサークル活動！

倉知ふれあい
センター 無料

♥旭ヶ丘地区の皆様の
作品を展示

旭ヶ丘ふれあ
いセンター 無料

♥広めよう高めよう　
桜ヶ丘の文化

桜ヶ丘ふれあ
いセンター 無料

♥ふれあう安桜のまち
づくり

安桜ふれあい
センター 無料

♥自分なりの絵手紙で多
くの友達をつくろう！

関絵手紙サー
クル 無料

♥心豊かなふれあいの
まちづくり

西部ふれあい
センター 無料

特別陳列室
壁面

♥関市の歴史を壁面展示！（し
め縄と餅花の無料配布あり）

せきガイドグ
ループ 無料

生涯学習課
事務室横屋外

♥アマチュア無線を始め
ませんか？(実演あり） 睦ハムクラブ 無料

エントランス
フロアー

★お正月のモチ花で新しい年を
迎えましょう（モチ花作り） 真珠の会 500円

★あなただけの手作りカレンダーを作
ろう（写真を持参するといいよ！）

関市生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃ
ｨｱ･ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの会

200〜
300円

★カンタン・楽しいよ！手
作りのスタンプを作ろう

消しゴムスタ
ンプの会 200円

★パッチワークで作る
干支人形！

田原ふれあい
センター 500円

★香りのクリスマスリ
ースを作ろう 関ハーブ研究会 500円

★”木”楽に木彫りをし
てみよう！

木彫グループ
萠 500円

★楽しいゲーム、マンカ
ラとカロムで遊ぼう！

関市レクリエ
ーション協会 無料

★食べ物は体の中に入ったらどうなるの
かな？（健康に関する展示やクイズ）

特定非営利活動法人
「ヘルシーライフせき」 無料

図書館 わくわくおはなし会
①10：30～②14：00～ 関市立図書館 無料

会場 内容・テーマ 団体名 料金

パソコン
研修室

★パソコンで“脳トレ”（年
賀状や名刺作りなど）

岐阜国際マイ
コンクラブ

無料〜
50円

★パソコンで“脳トレ”（年
賀状や名刺作りなど）

いきいきパソ
コン同好会

無料〜
50円

コスモホール ★ふたご座流星群の話（10：00～、
11：10～、13：30～、15：00～）

プラネタリウ
ム投影

大人
300円

会場 内容・テーマ 団体名 料金

メイン
アリーナ

★子ども航空教室（風洞実
験、ゴム飛行機作りなど）

中日本航空
専門学校

ゴム飛行機材
料代200円

★「健康チェック」自分
の体を調べてみよう！

岐阜医療科
学大学 無料

サブ
アリーナ

★人と、地域と、つながる
未来（認知度テスト、カプ
ラ遊び、展示など）

中部学院大学・
中部学院大学短
期大学部

無料

★岐阜県博物館を体感し
よう！（化石クリーニン
グ体験と資料展示）

岐阜県博物
館 300円

※各コーナーの詳しい開催時間、体験料金などはお尋ねください。

10：00〜
15：30

♥・・・展示　　　　★…体験
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土石流

マップの
見方

がけ崩れ

土砂災害警戒区域（イエローゾーン） 土砂災害のおそれがある区域

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン） 建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれがある区域

広報せき 2014.11.1

土砂災害にご注意ください！

①日頃から危険個所を確認しておきましょう。

②テレビやラジオなどで、土砂災害に関する情報に注意しましょう。

③土砂災害の前兆現象に注意しましょう。

　本年８月、広島県で発生した土砂災害は、多くの死者が出る甚
大な被害をもたらしました。
　土砂災害は、洪水による浸水害とは違い、突然発生することから、
予測しにくいという特徴があります。
　まずは自宅や自分の住む地域が、土砂災害の危険区域に入って
いるかどうかを確認しましょう。また、土砂災害の危険を感じた際
に、どのように避難するかを事前に決めておきましょう。

　市では土砂災害ハザードマップを土砂災害の危険がある地域の各世帯に配布しています。
　このマップは、岐阜県が指定している土砂災害（特別）警戒区域を示したもので、お住まいの地域
の危険個所などが確認でき、避難行動の参考となるものです。

「ぎふ土砂災害警戒情報ポータル」の紹介
（岐阜県砂防課のホームページ）http://alert.sabo.pref.gifu.lg.jp

雨量情報・土砂災害危険度情報・危険箇所が確認できます。　　携帯サイトはこちら →

   ・異常な濁り　　   ・流木の発生          ・山鳴り、地鳴り   ・水位の急激な低下

・湧水の発生、濁り　　　・小石がぱらぱら落下                 ・亀裂の発生

　照会先
■避難について　危機管理課（☎２３−７７３６）
■土砂災害 ( 特別 ) 警戒区域について　建設総務課（☎２３−７５２９）　
　または　美濃土木事務所　施設管理課施設管理係　河川砂防課砂防係（☎３３−４０１１（代表））

※市ホームページからも閲覧できます。（http://www.city.seki.lg.jp/）



19

　

11
月
９
日
（
日
）
か
ら
15
日
（
土
）
ま
で
の
７
日
間
、「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は

　

ま
あ
だ
だ
よ
」
を
全
国
統
一
防
火
標
語
と
し
て
、
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
か
救
急
か
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

場
所
を
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
地
名
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

目
印
に
な
る
建
物
な
ど
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

火
災
、
事
故
な
ど
の
状
況
を
わ
か
る
範
囲
で
伝
え
ま
し
ょ
う
。

通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
の
場
合
は
、
再
度
お
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
消
防
隊
（
救
急
隊
）
が
到
着
す
る
ま
で
、
電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

2345 1◆
照
会
先　

中
濃
消
防
組
合
（
☎
２
３
―
０
１
１
９
）

☆
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
落
ち
着
い
て
1
1
9
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。
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関市青少年育成市民大会平成26年度

内　容
●善行青少年等の表彰
●青少年の活動発表
●大会宣言

　＜活動発表の内容＞
●関高等学校吹奏楽部による演奏
●わたしの主張 2014　関市代表
　桜ヶ丘中学校３年　髙井 彩圭さんによる発表
●関市学校教育夢プラン「第２回海外研修」
　中学生８人による発表
●関バトンクラブスポーツ少年団による演技

「ふれ愛写真作品展」

「あったか子ども見守り標語展」
期 間：10月30日（木）～11月12日(水）
場 所：わかくさ・プラザ　
　　　「学習情報館 エントランスホール」

照会先 生涯学習課　☎ 23-7777

11月8日（土）

わかくさ・プラザ

午後２時（受付：午後１時３０分から）

「学習情報館　多目的ホール」

関市青少年育成市民会議
関市青少年健全育成協議会

11月は子ども・
若者育成支援強調月間です !!伸びよう

同時
開催

伸ばそう 青少年

日時

場所

主催

親子で

ご参加ください！

（参加無料）
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関市婚活プロジェクトNo．10

日 時
受 付
場 所
定 員
応募要件

参 加 費
申込方法

照 会 先

【
公
営
住
宅
】

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◆ 

収
入
基
準

　
（
公
営
住
宅
）

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８
千
円
以
下

▽
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
世
帯
＝
月
額

21
万
４
千
円
以
下

▽
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
千
円
以
下
。た
だ

し
、過
疎
地
域
に
存
ず
る
市
営
住
宅
に
入

居
す
る
場
合
＝
月
額
25
万
９
千
円
以
下

　
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

▽
月
額
20
万
円
以
上
60
万
１
千
円
以
下

◆ 

入
居
資
格

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方

▽
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

▽
収
入
基
準
以
内
の
方

▽「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」に
規
定
す
る
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

◆
申
込
期
間　

11
月
４
日（
火
）～
17
日（
月
）

◆ 

入
居
予
定
日　

平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）

◆ 

選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

◆ 

申
込
先　

都
市
計
画
課
ま
た
は
募
集
住

　

宅
が
所
在
す
る
地
域
事
務
所

【
公
営
住
宅
】

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◆ 

収
入
基
準

　
（
公
営
住
宅
）

▽
市
営
住
宅
入
居
者(

定
期
募
集
分)

参
照　

　
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

▽
洞
戸
月
額
19
万
円
以
上
42
万
７
千
円
以
下

▽
板
取
月
額
19
万
円
以
上
31
万
７
千
円
以
下

◆ 

入
居
資
格

▽
市
営
住
宅
入
居
者(

定
期
募
集
分)

参
照　

◆ 

申
込
期
間　

11
月
４
日（
火
） 

～
平
成
27

年
３
月
31
日（
火
）

◆ 

入
居
予
定
日　

随
時

◆ 

選
考
方
法　

申
込
必
要
書
類
を
受
理
し

た
順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

◆ 

申
込
先　

都
市
計
画
課

※ 

申
込
用
紙
や
収
入
基
準
、家
賃
な
ど
詳
し

く
は
、都
市
計
画
課
ま
た
は
募
集
住
宅
が
所
在

す
る
地
域
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
照
会
先 

都
市
計
画
課（
☎
23-

８
１
２
１
）
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クリスマススペシャル企画
★バイオリン§ピアノの生演奏LIVE!

★持ち寄りプレゼント交換！

　※千円以内でプレゼントをご用意ください。

平成 26 年 12 月 14 日（日）午前 10 時 30 分～午後２時 30 分（予定）　
午前 10 時 00 分～
薔薇館オーベルジュ（岐阜市則武中 4-11-2）
男女各 20 人（申し込み順）
25 歳から 35 歳までの独身男女 
※ただし、男性は関市婚活サポートセンター（旧結婚相談所）登録者または、市内在住、
在勤のいずれかに　該当する方に限る
男性５５００円、女性３５００円
市ホームページ（http://www.city.seki.lg.jp）または、各地域婚活サポートセンター、中
央公民館に設置の申込用紙に必要事項を記入の上、参加費を添えて、11 月 28 日（金）
までに中央公民館へ持参。または、電話やファックス、メールでの申し込みも受け付け
ます。（※後日参加費の納付案内を郵送します）
わかくさ・プラザ　学習情報館内　関市中央公民館

（☎２３－７７７６／ kominkan@city.seki.lg.jp)

広報せき 2014.11.1

住
宅
名

間
取

月
額
家
賃

戸
数

富
之
保
岩
井
ノ
上
３
L
D
K

３
５
，
０
０
０
円
よ
り

1

住
宅
名

間
取

月
額
家
賃

戸
数

洞

戸

山

根
３
L
D
K

３
０
，
０
０
０
円
よ
り

1

板

取

門

出

南
3
L
D
K

３
０
，
０
０
０
円
よ
り

1

住
宅
名

間
取

月
額
家
賃

戸
数

岩

　

　

　

下

３
D
K

１
６
，
４
０
０
円
よ
り

３

北

天

神

３
D
K

１
６
，
３
０
０
円
よ
り

5

武
芸
川
小
知
野
Ｃ
棟

３
D
K

２
０
，
４
０
０
円
よ
り

1

武
芸
川
宇
多
院
Ｂ
棟 

２
L
D
K

１
６
，
８
０
０
円
よ
り

1

中

之

保

柳

瀬
３
L
D
K

１
４
，
９
０
０
円
よ
り

1

住
宅
名

間
取

月
額
家
賃

戸
数

武
芸
川
小
知
野
Ａ
棟

３
D
K

１
３
，
６
０
０
円
よ
り

2

洞

戸

菅

谷

４
D
K

１
７
，
７
０
０
円
よ
り

1

上

之

保

先

谷

４
D
K

１
２
，
８
０
０
円
よ
り

1

上
之
保
一
ノ
瀬 

３
L
D
K

１
５
，
６
０
０
円
よ
り

2

Christmas Party
～ドキドキのハッピータイムをあなたに～

　関市婚活サポートセンターでは、婚活中のあなたの出会いを応援します！
　今回は、クリスマスまでに彼氏・彼女をＧＥＴしたいあなたに、おススメのイベントを開催！
中庭にイングリッシュガーデンが広がる素敵な洋館でおいしい食事と心ときめく出会いを見つけよう。
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授
業
終
了
後
、家
に
帰
っ
て
も
保
護
者
が
い

な
い
児
童
の
た
め
に
留
守
家
庭
児
童
教
室
を

開
き
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
よ
り
、開
室
時
間
や
使
用
料

な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
教
室　

市
内
各
小
学
校
区
で
開
設

◆
対
象
児
童　

小
学
１
年
生
～
４
年
生

※
新
１
年
生
は
入
学
式
の
翌
日
か
ら
の
入
室

と
な
り
ま
す
。

◆
開
室
時
間　

授
業
終
了
時
か
ら
午
後
６
時
30
分

※
長
期
休
業
期
間
ま
た
は
学
校
行
事
の
振
替

休
日
な
ど
は
、午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30

分
と
な
り
ま
す
。

◆
入
室
要
件　

次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ

り
、１
カ
月
に
15
日
以
上
利
用
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
。（
利
用
日
数
が
少
な
い
場
合
は
退

室
と
な
り
ま
す
。）

①
児
童
の
保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
、昼

間
家
庭
に
お
ら
ず
、そ
の
監
護
が
１
カ
月
に
つ

き
15
日（
１
日
４
時
間
以
上
の
勤
務
が
必
要
）

以
上
欠
け
、３
カ
月
以
上
継
続
す
る
こ
と
。

※
家
庭
内
ま
た
は
近
隣
に
、父
母
以
外
で
児

童
の
世
話
が
で
き
る
祖
父
母
な
ど
が
い
な
い

こ
と
。

②
出
産
予
定
月
と
前
後
１
カ
月
は
入
室
可
。

③
就
労
の
準
備
の
た
め
通
学（
就
業
訓
練
校

な
ど
）

※
保
護
者（
父
母
・
祖
父
母
な
ど
を
含
む
）全

員
の
就
労
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

◆
使
用
料　

利
用
時
間
に
よ
り
使
用
料
の
額

が
異
な
り
ま
す
。

▽
午
後
５
時
ま
で　
　
　

月
額
４,
０
０
０
円

▽
午
後
６
時
ま
で　
　
　

月
額
５,
０
０
０
円

▽
午
後
６
時
30
分
ま
で　

月
額
６,
０
０
０
円

※
支
払
い
方
法
は
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

※
同
一
世
帯
の
２
人
目
か
ら
一
部
減
額
。

※
別
途
実
費
負
担
金（
お
や
つ
代
な
ど
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
減
免
制
度
有
り（
別
途
申
請
が
必
要
）。

※
７
月
と
８
月
は
使
用
料
の
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
・
照
会
先

　
12
月
１
日（
月
）～
12
月
26
日（
金
）ま
で

に
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、子
ど

も
家
庭
課（
☎
23
―
７
７
３
３　

23
―

７
７
４
８
）、各
地
域
事
務
所
、西
部
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、子
ど
も
家
庭
課
、各
留
守
家
庭

児
童
教
室
、各
地
域
事
務
所
、西
部
支
所
に
あ

り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
現
在
利
用
中
で
、平
成
27
年
度
も
継
続
利

用
さ
れ
る
場
合
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
期
限
を
過
ぎ
る
と
４
月
か
ら
の

入
室
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
春
休
み
の
み
の
入
室
申
請（
新
１
年
生
は

対
象
外
）は
１
月
、夏
休
み
の
み
の
入
室
申
請

は
５
月
、冬
休
み
の
み
の
入
室
申
請
は
10
月
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 

土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
と
き
は

　

土
地
の
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
地

目
を
認
定
し
、課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
土
地
登
記
簿
上
の
地
目
と
現
況
の
地
目

と
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、登
記
簿

上
の
地
目
に
か
か
わ
ら
ず
、利
用
状
況
に

よ
り
課
税
地
目
を
決
定
し
ま
す
。

◆
課
税
地
目
の
認
定
は
、原
則
と
し
て
一

筆
ご
と
に
行
い
、そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に

部
分
的
に
違
い
が
あ
る
場
合
で
も
、そ
の

土
地
全
体
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
判
断

し
ま
す
。

◆
課
税
地
目
は
、納
税
通
知
書
に
同
封
さ

れ
て
い
る
課
税
明
細
書
の
現
況
地
目
欄
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
地
の
利
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、「
地
目
変
更
報
告
書
」（
認
印
が
必

要
）を
12
月
26
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。こ
の
地
目
変
更
報
告
書
に
よ

り
、現
況
を
確
認
し
ま
す
。様
式
は
税
務

課
、各
地
域
事
務
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。ま

た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

◎
報
告
書
の
提
出
が
必
要
な
と
き（
例
）

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
、貸
駐

車
場
な
ど
に
し
た
と
き

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
、耕
土

を
搬
入
し
て
肥
培
管
理
を
行
い
、畑
作
な

ど
を
行
っ
た
と
き

▽
山
林
を
伐
採
し
て
、太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
た
と
き

▽
畑
作
な
ど
を
行
っ
て
い
た
土
地
を
埋
め

立
て
て
駐
車
場
な
ど
に
し
た
と
き

《
注
意
事
項
》

※
農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
に
す
る
場
合

に
は
、農
業
委
員
会
へ
農
地
転
用
許
可
の
申

請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
法
務
局
へ
地
目
変
更
の
登
記
を
す
る
場

合
は
、税
務
課
へ
の
地
目
変
更
報
告
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　

建
物
の
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１

日
現
在
で
建
っ
て
い
る
建
物
に
課
税
さ
れ

ま
す
。し
か
し
、１
月
１
日
以
前
に
取
り
壊

さ
れ
た
建
物
で
あ
っ
て
も
、取
り
壊
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、翌
年
以

降
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た
と
き
は
、「
家
屋

の
取
り
壊
し
届
出
書
」（
認
印
が
必
要
）を

12
月
26
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。様
式
は
税
務
課
、各
地
域
事
務
所
窓
口

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、す
で
に
法
務
局
に
て
滅
失
登
記

を
済
ま
せ
た
方
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
照
会
先　

税
務
課
土
地
係（
☎
23
―

７
７
３
１
）、家
屋
係（
☎
23
―
８
７
８
３
）

（

21
―
２
３
０
８
）

21 広報せき 2014.11.1
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照会先　国保年金課（☎２３－６７１６）

22広報せき 2014.11.1

　健康保険を使って、柔道整復師や鍼灸、マッサージの施術を受けるときには、次のことに注意してください。

治療内容について保険者よりお尋ねすることがあります。

≪接骨院や整骨院などで柔道整復師の施術を受けられる方へ≫
☆柔道整復師の施術を保険で受けられる場合
　骨、筋肉、関節の怪我で、その負傷原因がはっきりしているとき。
　○打撲　○ねんざ　○挫傷　○骨折・脱臼（応急手当のみ。それ以外は医師の同意が必要です）
★柔道整復師の施術を保険で受けられない場合＝全額自己負担になります
　×疲労性、慢性的な要因からくる肩こりや筋肉疲労による施術
　×脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみられない長期の施術
　×保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷などの治療中のもの
　×労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷による施術
≪鍼灸の施術を受けられる方へ≫
☆はり・きゅうの施術を保険で受けられる場合
　主として神経痛、リウマチ、頸腕(けいわん)症候群、五十肩、腰痛症および頸椎(けいつい)捻挫後遺症などの
　慢性的な疼痛を主症とする疾患の治療を受けたとき。
【注意事項】
・治療を受けるにあたって保険の適用を受けるためには、あらかじめ医師の発行した同意書または診断書が必
　要です。
・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象疾患の治療を受けている間は、はり・きゅうの施術を受けても
保　険の対象にはなりません。
≪マッサージの施術を受けられる方へ≫
☆マッサージの施術を保険で受けられる場合
　筋麻痺や関節拘縮などであって、医療上マッサージを必要とする症例について施術を受けたとき。
【注意事項】
・マッサージの施術を受けるにあたって保険の適用を受けるためには、あらかじめ医師の発行した同意書また
　は診断書が必要です。
・単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防のためのマッサージなどは保険の対象となりません。

・施術日や施術内容などについて照会させていただく場合があります。
・柔道整復師などの施術を受けたときは、負傷部位、施術内容、施術年月日の記録、領収書などを保管し、
　照会がありましたらご自身で回答できるようにご協力をお願いします。

～柔道整復師、鍼灸、マッサージの施術を受けられる方へ～

イイ ハ

11月8日は「刃物の日」
刃物を大切に
刃物に感謝

不用になった刃物は、回収・リサイクル・リユースします

正しく施術を受けましょう

　１１月８日「刃物の日」は、生活や文化と切っても切り離せない身近な道具である刃物を
見直し、使い手や造り手の立場で大切にし、感謝する日です。

　ご家庭で不用な刃物がありましたら、回収ボックスのあるお店や刃物会館などで引き取りますので、包
んでお持ち下さい。回収済刃物は「刃物供養祭」で供養され、資源として新しい刃物に生まれ変わります。
また、不用刃物の中で使えるものは、修理し災害時に使用
できるよう備蓄します。皆さんのご協力をお願いします。

第 30 回刃物供養祭
◆日　時　11 月 8 日（土）午前 10 時から
◆場　所　関鍛冶伝承館
◆照会先　岐阜県関刃物産業連合会　☎ 22 － 4941
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負担軽減効果額
350,000円

300,000円

250,000円

200,000円

150,000円

100,000円

50,000円

患者負担額

市負担額

1月 2月 3月 4月 5月 6月

23 広報せき 2014.11.1

ジェネリック医薬品はどれくらい安くなる？

関市の国民健康保険被保険者の切り替え状況

ジェネリック医薬品で薬代の節約を!!

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に作られた薬（先発医薬品）の特許が切れた後に、品
質、有効性、安全性が同等であると国が認め、製造・販売されている低価格の薬です。ジェネリック医
薬品に切り替えることで、医療費の節減につながります。

◎ジェネリック医薬品へ切り替えの際は、必ず医師、薬剤師にご相談ください。
◎調剤費用などの追加により、薬の価格が先発医薬品と変わらないか、上がることもあります。
◎薬の種類や病状によっては、ジェネリック医薬品に切り替えることができない場合もあります。
◎国民健康保険被保険者証と一緒にお届けした「ジェネリック医薬品相談カード」をご活用ください。
    （国　保年金課窓口でも配布しています）

　薬の価格は 3 割以上、中には 5 割以上安くなる場合もあります。

　市では、平成 25 年度より年 2 回「後発医薬品に関するお知らせ」を送付しています。これは、生活
習慣病などに使用される先発医薬品を処方された 40 歳以上の方が、ジェネリック医薬品に切り替えた
場合に軽減できる自己負担額を記載したものです。
　下のグラフは、平成 25 年 12 月にお知らせを送付後、ジェネリック医薬品に切り替えた割合と軽減効
果額を表しています。1 月の切替率が 10％（軽減効果額 64,450 円）だったのに対し、6 月には切替率
41.5％（軽減効果額 298,510 円）と増加していることがわかります。

照会先　国保年金課（☎２３－６７１６）

先発医薬品とジェネリック医薬品との比較

※ある脂質異常症のお薬の例
※1日30日分の処方せんで１年間12回分で計算
※同じ薬局で支払う1年間の窓口金額の差額の例

約18,000円

約8,400円

先発医薬品

ジェネリック医薬品
（A社）

約11,600円 ジェネリック医薬品
（B社）

約14,800円 ジェネリック医薬品
（C社）

（参照：政府インターネットテレビ）

年間最大
約9,600円お得

ジェネリック医薬品への切替率
50%

40%

30%

20%

10%

1月 2月 3月 4月 5月 6月
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広報せき 2014.11.1

vol.8

　10 月中旬にシンガポールを訪問しました。ASEAN

最大の日本食品見本市「OISHII JAPAN」に関市刃

物産業連合会や JA めぐみのが出展されるため、そ

の応援と視察が目的でした。2 泊 4 日という短い

日程でしたが、見本市の他に日本貿易振興機構

（JETRO）や日本政府観光局（JNTO）、現地旅行会社

などを訪問して、世界中からお金と人が集まるシ

ンガポールについて学んだり、関市の PR をしたり

と充実した訪問となりました。

　シンガポールをはじめ ASEAN 諸国では日本の

工芸品などの素晴らしい技術は認められても、な

★シンガポール訪問★

関市を世界中にPR「OISHII JAPAN」

かなか購買行動にはつながらないそうです。今回、

あるデザイナー工房を訪れ、エドウィンさんとい

う若いシンガポール人デザイナーとお会いしまし

た。有田焼とコラボして彼がデザインしたお皿が、

シンガポールでデザインアワードを受賞し注目さ

れています。彼の作品は人気のため、入手まで半

年待ちの状態もあったそうです。今後、大垣市の

升、美濃市の和紙のほか、関市の刃物ともコラボ

の予定です。高い技術力に加え、海外のデザイナー

とコラボすることで、アジアやヨーロッパでの販

売にもつながるのではないかと楽しみです。これ

がモデルケースとして成功すれば、広がりを見せ

ていく取り組みになると思います。

　また、家具なども含めて日本製品を取り扱って

いるセレクトショップも訪問しました。こちらで

も関市産のはさみを試行的に置いていただけるこ

とが決まっています。

　アジア圏で現在も成長し続ける地域があること

は日本にとっても関市にとってもチャンスです。

今回のシンガポール訪問で、国内はもちろん世界

にも目を向けていく必要があることを感じました。

わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」

住
す み

田
た

  裕
ひ ろ

子
こ

 弁護士

300人（申し込み順）

電話または FAXで11 月 4日（火）より受付開始	

福祉政策課☎２３－９３４９　 ２３－７７４８	 	

生涯学習課☎２３－７７７７　 ２３－７７７８

12月2日（火） 

午後7時〜午後8時 30分

一人ひとりが輝こう
～私の個性もあなたの個性も～

12 月 4日～ 10 日は人権週間です

日 時

場 所

定 員
講 師

申込・照会先

入場無料

人権講演会

手話通訳あり
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　市の合併10 周年を祝って、全国からご当地キャラが

関市に集まってくれました。「おめでとう！関市合併10

周年」と題した「ご当地キャラ＆グルメまつり」が9 月

27、28日の2日間、中池公園にて盛大に開催されました。

各地域のキャラクターによるパフォーマンスに加え、全

国からご当地グルメの店も集結し自慢の味を披露。両日

ともすばらしい好天に恵まれ、多くの人々でにぎわいま

した。

10 月 10 日、関市保健センターがリニューアルオープ

ンしました。1981 年築の同センターは老朽化が進んで

いたため増改築工事を実施。健診ルームや更衣室、ト

イレなどが新しくなり、駐車場も広くなりました。そ

してこども待合コーナーやエレベーターも新たに設置

され、談話室も含めご利用いただけるようになりまし

た。保健センターは今後も健康づくりの拠点として、

市民の皆さんをサポートしていきます。

　10 月11 日、12 日に開催された第47 回刃物まつりで

は、恒例の刃物大廉売市やアウトドアズナイフショーな

ど多彩なイベントが行われ、連日多くの人でにぎわいま

した。居合道の実演では、せき親善大使が稽古の成果を

披露。見事、竹を切り落とすと観客からは大きな歓声が

あがりました。また、今年は刃物まつり前夜祭も開催さ

れ、オリジナルのお弁当「関弁」の販売や、ジャズバンド

の演奏、屋外映画観賞会などで盛り上がりました。

　私たちの日常生活に欠かせない刃物。そんな身近な道

具でもある刃物についてどれだけ知っているかを試す

「第１回刃物検定～はもけん～」が9 月21 日、市内外か

ら106 人の挑戦者を迎えて開催されました。刃物に関す

る歴史や製造工程、材質の特徴など、さまざまな面から

出題され、受検者たちは真剣な表情で取り組んでいまし

た。合格者には認定証とつめ切りが贈られ、さらに成績

優秀者には、刃物まつりの場で表彰式が行われました。

ご当地キャラ＆グルメまつり

利用しやすくなりました

切れ味抜群！伝統の技！

刃物の知識を試し切り

9月16日〜10月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。
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大
門
通
り
秋
ま
つ
り

「
よ
っ
て
く
ん
祭
」

■
日
時　

11
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

※
小
雨
決
行

■
場
所　

大
門
町
１
～
３
丁
目

■
内
容　

園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、

半
布
里
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
餅
・
菓

子
ま
き
、
宝
く
じ
抽
選
会
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
各
商
店
特
売
、
出
店
な
ど

■
照
会
先　

大
門
町
商
店
街
・
藤
井
市
三　

（
☎
22
―
０
３
９
７
）

関
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド

コ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
活
動

　

み
ん
な
で
一
緒
に
安
桜
山
の
コ
ー
ス
を
歩

き
な
が
ら
ご
み
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

ま
す
。

■
日
時　

11
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時
集
合

小
雨
決
行
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

■
集
合
場
所　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

軍
手
、
ご
み
拾
い
に
必
要
な

道
具
、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
（
ご
み
袋
は
用
意
し

ま
す
）

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

関
市
合
併
10
周
年
記
念

第
15
回
ほ
ら
ど
健
康

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

■
日
時　

11
月
９
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
30

分
受
付　

▽
午
前
９
時
出
発　

※
小
雨

決
行
・
雨
天
中
止

■
集
合
場
所　

ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
プ
ラ
ザ
洞
戸

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

■
コ
ー
ス　

①
菅
谷
九
頭
師
コ
ー
ス
（
約
11

㌔
）
②
金
比
羅
コ
ー
ス
（
約
５
・
５
㌔
）

　

③
通
元
寺
向
橋
コ
ー
ス
（
約
２
・
２
㌔
）

■
参
加
費　

無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

■
持
ち
物　

飲
み
物　

タ
オ
ル　

雨
具

■
照
会
先　

ほ
ら
ど
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
実

行
委
員
会
（
ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
プ
ラ
ザ
内
）

（
☎
０
５
８
１
―
58
―
２
１
１
５
）

第
37
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
民
踊
の

集
い

■
日
時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
～

■
場
所　

関
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
照
会
先　

関
民
踊
研
究
会　

大
野
富
恵

（
☎
29
―
０
２
０
６
）

関
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

連
絡
協
議
会
定
期
講
演
会

　

あ
な
た
の
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど

う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
、
講
演
会
を
通
し
て

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
30
日
（
日
）　

午
後
１
時
～

４
時
40
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
多
目
的
ホ

ー
ル
」

■
テ
ー
マ　
「
超
高
齢
化
社
会
の
課
題
～
認

知
症
高
齢
者
へ
の
関
わ
り
方
～
」

■
講
師　

鈴
木
絹
英
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ

ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
理
事
長
）

■
入
場　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
22
―
０

３
７
２
）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

10月29日（水）～11月12日（水）

11月15日（土）～11月19日（水）

11月23日（日）

ふれ愛写真作品展／あったか子ども見守り標語展

＋Happyの天使たち ～やさしさをありがとう～

SEKIいきいきフェスタ2014

古民家でのミニコンサートです。
お気軽にご鑑賞ください。

「徳山流現代津軽三味線」
◆日時　11月 9 日（日）午後 1 時 30 分から
　（午後 1 時開場）
◆出演　徳山弦泉（現代津軽三味線・
　 徳山流主宰）、鈴泉会
◆場所　中池公園　旧徳山村民家
◆照会先　文化課（☎ 24-6455）

徳山民家コンサート

入場
無料

広報せき 2014.11.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時〜午後5時

■照会先　せき・まちかど工房を
　　　　　支援する会

（本町商店街事務局内  ☎24-8212）

作陶・ＣＧ二人展

安達文男水彩スケッチ展

グループげんび展

岐阜新聞写真協会関グループ写真展

みやび展

10月28日(火)～11月2日(日)

11月11日(火)～11月16日(日)

11月25日(火)～11月30日(日)

11月4日(火)～11月9日(日)

11月18日(火)～11月23日(日)
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岐
阜
県
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
徳
山
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
】

　

旧
徳
山
村
の
く
ら
し
の
様
子
を
旧
徳
山
村

よ
り
移
築
し
た
民
家
に
お
い
て
、
元
住
人
の

方
が
講
師
と
な
っ
て
お
話
し
ま
す
。
郷
土
料

理
（
地
獄
う
ど
ん
）
の
試
食
も
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
15
日
（
土
）
正
午
～
午
後
１

時
30
分

▽
場
所　

岐
阜
県
博
物
館　

旧
徳
山
村
民
家

▽
定
員　

１
０
０
人　

※
当
日
受
付

▽
参
加
費　

無
料

【
た
ね
で
あ
そ
う
ぼ
う
】

　

種
を
利
用
し
た
遊
び
や
、
身
近
な
木
の
実

を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
体
験
が
で
き
る
講
座

で
す
。

▽
日
時　

11
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

▽
場
所　

岐
阜
県
博
物
館　

講
堂

▽
定
員　

30
人
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費　

入
館
料
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28
―
３
１

１
１
）

は
も
み
ん
・
は
つ
ら
つ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冬
季

■
日
時　

11
月
30
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
～

　

８
時
30
分
受
付　

▽
午
前
９
時
出
発　

▽

　

正
午
ご
ろ
解
散

■
集
合
場
所　

道
の
駅
む
げ
川
東
側
グ
ラ
ウ

　

ン
ド

■
コ
ー
ス　

道
の
駅
む
げ
川
周
辺
（
シ
ョ
ー

　

ト
約
５
㌔
、
ロ
ン
グ
約
８
㌔
予
定
）

※
終
了
後
、け
ん
ち
ん
汁
の
無
料
配
布
あ
り
。

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
‐
７

　

７
６
６
）
※
雨
天
中
止
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

　

ビ
ス
☎
23
‐
７
７
５
２
）

ひ
ま
わ
り
の
丘

発
達
障
が
い
講
演
会

■
日
時　

11
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時

■
場
所　

中
濃
特
別
支
援
学
校
２
階
ホ
ー
ル

（
桐
ヶ
丘
２
―
３
）

■
テ
ー
マ　
「
子
ど
も
の
内
面
に
寄
り
添
う

丁
寧
な
支
援
と
は
」

■
講
師　

松
村
齋
さ
ん
（
大
垣
女
子
短
期
大

学
幼
児
教
育
科
教
授
）

■
定
員　

１
２
０
人
（
申
し
込
み
不
要
）

■
照
会
先　

ひ
ま
わ
り
の
丘
第
一
学
園　

中
濃
圏
域
発
達
障
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー
・

矢
島
、
福
井
（
☎
23
―
２
５
５
５
）

第
37
回
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
・

文
化
祭

■
期
日　

11
月
21
日
（
金
）

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
式
典
・
表
彰
式
）

▽
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
20
分

▽
内
容　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
・

作
品
展
入
賞
者
の
表
彰
な
ど

老
人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
（
芸
能
祭
）

▽
時
間　

午
前
10
時
20
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
内
容　

舞
踊
・
民
踊
・
民
謡
・
詩
吟
・
大

正
琴
・
コ
ー
ラ
ス
・
器
楽
演
奏
・
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

老
人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
（
作
品
展
）

▽
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
内
容　

書
・
絵
画
・
彫
刻
・
手
工
芸
品
・

写
真
・
陶
芸
な
ど
を
大
ホ
ー
ル
前
の
ホ

ワ
イ
エ
で
展
示

■
照
会
先　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
☎
24
―
４
０
３
５
）
ま
た
は
高
齢
福
祉

課
（
☎
23
―
８
１
２
７
）

寺
尾
の
巨
石
・
郷
土
遺
跡
め
ぐ
り

　

地
域
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
や
遺
跡
を

観
察
す
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
集
合

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

■
集
合
場
所　

武
芸
川
町
谷
口
・
中
河
原
公

園
（
喫
茶
花
の
木
裏
）

※
駐
車
場
は
寺
尾
小
学
校
と
な
り
ま
す
。

■
コ
ー
ス　

▽
巨
石
め
ぐ
り
（
約
３
時
間
）

▽
郷
土
遺
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス
（
約
２
時

間
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然

生
活
共
生
会　

井
上
（
☎
0
9
0
―

6
0
9
9
―
5
4
1
2
）、
環
境
ネ
ッ
ト

せ
き　

平
田
（
☎
0
9
0
―
7
3
0
5

―
6
9
1
1
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
ブ
ク
ブ
ク
交
換
会
」

　

あ
な
た
の
本
を
、
誰
か
の
勧
め
る
本
と
交

換
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

11
月
16
日
（
日
）　

午
前
10
時
30

分
～
11
時
45
分

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料　

■
持
ち
物　

あ
な
た
が
感
銘
を
受
け
た
本

で
、
誰
か
に
あ
げ
た
い
本
（
２
冊
ま
で
）

■
講
師　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

「
ブ
ッ
ク
エ
カ
」
ス
タ
ッ
フ

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

関市総合体育館のお知らせ

11月6日（木）・20日（木）午後7時～9時　※登録料要

11月8日（土）午後1時30分～4時　※参加無料
■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会
11月24日（月・振）　午前10時～11時／午前11時～正午
　　※各部100人（申込順）　※屋内用シューズ持参
■申込・照会先　11月1日（土）～20日（木）の間に

関市総合体育館（☎23-8822）まで

広報せき 2014.11.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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文
化
講
演
会

■
日
時　

11
月
26
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３

時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
多
目
的
ホ

ー
ル
」

■
演
題　
「
世
界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
」

■
講
師　

登
山
家　

田
部
井
淳
子
さ
ん

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　
（
一
社
）中
濃
法
人
会（
☎

24
―
２
３
４
１
）

ひ
ま
わ
り
の
丘
医
療
講
座

■
日
時　

11
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時

■
場
所　

ひ
ま
わ
り
の
丘
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
Ｆ
研
修
室
（
桐
ヶ
丘
３
―
２
）

■
内
容　
「
て
ん
か
ん
の
診
断
に
つ
い
て
～

過
剰
診
断
を
減
ら
す
た
め
に
」

■
講
師　

中
村
仁
さ
ん
（
な
か
む
ら
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
14
日
（
金
）
ま
で

に
ひ
ま
わ
り
の
丘
第
二
学
園　

原
・
小

森
（
☎
23
―
２
５
５
２
）

小
瀬
鵜
飼
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

　

鵜
飼
舟
の
歴
史
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
30
日
（
日
）　

午
後
２
時
～

４
時

■
場
所　

関
市
勤
労
会
館
・
２
階
大
会
議

■
演
題
「
和
船
の
歴
史
か
ら
み
た
鵜
飼
舟
」

■
講
師　

昆こ
ん
ま
さ
あ
き

政
明
さ
ん
（
神
奈
川
大
学
大
学

院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
特
任
教
授
）

■
入
場　

無
料

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
25

―
６
０
０
６

ヘ
ル
シ
ー
栄
養
教
室

■
日
時　

12
月
８
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午

後
１
時

■
場
所　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

メ
ニ
ュ
ー
と
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
の
調
理

実
習

■
対
象　

市
内
在
住
の
74
歳
以
下
の
方

■
定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
な
ど
）、
筆
記
用
具

■
申
込
・
照
会
先　

12
月
３
日
（
水
）
ま
で

に
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
０
１

１
１　

23
―
６
７
５
７
）

第
１
回
　
鵜
籠
作
り
講
座

ミ
ニ
鵜
籠
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

　
「
鵜
飼
用
具
作
製
に
関
わ
る
竹
細
工
技
術
」

は
関
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座
で
は
、
ミ
ニ
鵜
籠

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

関
市
円
空
館

■
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ

ー
ク
協
会
竹
部
会

■
内
容　

ミ
ニ
鵜
籠
作
り
と
竹
ヒ
ゴ
作
り
体
験

※
作
っ
た
ミ
ニ
鵜
籠
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

■
定
員　

６
人　

※
中
学
生
以
上
で
、
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
て

決
定
し
ま
す
。

■
参
加
費　

千
円
（
材
料
費
と
し
て
）

■
申
込
方
法　

長
良
川
伝
統
漁
法
保
護
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局
（
文
化
財
保
護
セ

ン
タ
ー
内
）
へ 

電
話
申
し
込
み
（
☎
25

―
６
０
０
６
）

■
申
込
期
間　

11
月
21
日
（
金
）
ま
で
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
日
祝
を
除
く
）

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
25

―
６
０
０
６
）

身
体
障
が
い
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
時　

12
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

前
11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
柳
町
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
身
体
障
が
い
者

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３
１　

23
―
７
７
４
８
）

※
申
込
み
の
際
に
障
が
い
部
位
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

市
民
弓
道
大
会

■
日
時　

11
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
所　

関
市
弓
道
場
（
本
郷
町
）

■
種
目　

一
般
の
部
、
学
生
の
部
、
高
校
の

部
、
小
中
学
生
の
部

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
ま
た
は

ス
ポ
ー
ツ
籍
の
あ
る
方

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
23
日
（
日
）
ま
で

に
氏
名
・
年
齢
・
段
位
・
性
別
・
所
属

を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
市
弓
道
協

会
・
加
納
ま
で
（

24
‐
６
１
３
３　

☎

24
‐
１
５
２
２
）

第
66
回
関
市
民
卓
球
同
好
会
大
会

■
日
時　

12
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
」

■
種
目　

各
部
団
体
戦
１
部
・
２
部
・
３
部

（
１
チ
ー
ム
３
～
４
人
）

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
ま

た
は
在
ク
ラ
ブ
の
方

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円
（
中
学
生
以

下
１
人
５
０
０
円
）

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
22
日
（
土
）
ま
で

に
同
好
会
・
棚
橋
（
☎
28
‐
３
２
９
８
）

税・料の納付

月11
国民健康保険税

保育料・住宅使用料
介護保険料

後期高齢者医療保険料

納付期限：12月1日(月)

広報せき 2014.11.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
始
め
た
が
う

ま
く
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
方
へ
、
使
用
方

法
の
要
点
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

■
会
場
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

■
対
象　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
始
め

た
方

■
募
集
人
数　

先
着
30
人

■
申
込
・
照
会
先　

環
境
ネ
ッ
ト
せ
き
広
瀬

（
☎
０
８
０
―
５
１
２
０
―
２
１
０
３
）

ま
た
は
福
田
（
☎
29
―
０
０
５
７
）

※
開
催
日
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

ペ
ッ
ト
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
講
師
に
迎

え
、
犬
の
し
つ
け
方
の
基
本
や
問
題
行
動
の

矯
正
の
仕
方
な
ど
を
、
講
義
と
実
技
を
通
し

て
学
び
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
（
水
）
午
後
２
時
～

（
2
時
間
程
度
）

■
場
所　

岐
阜
県
中
濃
総
合
庁
舎
（
美
濃
市

生
櫛
）

■
募
集
人
数　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

※
愛
犬
を
連
れ
て
の
参
加
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
お
よ
び
５
種

以
上
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

岐
阜
県
関
保
健
所
生

活
衛
生
課
へ
電
話
申
し
込
み
（
☎
33
―

4
0
1
1　

内
線
3
5
8
）

工
業
基
礎
研
修

　

刃
物
な
ど
の
金
属
製
造
業
で
働
く
、
初
級

従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
で
す
。

■
日
時　

12
月
２
日
（
火
）
～
４
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

関
商
工
高
等
学
校

■
内
容　

図
面
か
ら
旋
盤
加
工
な
ど
を
行

い
、
ス
チ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
を
製
作

■
対
象
　
市
内
の
製
造
業
で
働
く
若
年
者

（
工
業
系
の
学
卒
者
を
除
く
）

■
定
員　

10
人
（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

■
講
師　

関
商
工
高
等
学
校
工
業
科
教
諭

■
費
用　

材
料
代
お
よ
び
保
険
料

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
14
日
（
金
）
ま
で

に
商
工
課
（
☎
23
―
６
７
５
２
）

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
会

　

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
免
許
取
得
者

で
、
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に
歯

科
医
療
の
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
の
研
修
会

を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
13
日
（
木
）
正
午
～
午
後
３

時
30
分　

■
場
所　

岐
阜
県
歯
科
医
師
会
館

■
内
容　

歯
科
衛
生
士
＝
Ｓ
Ｒ
Ｐ
・
Ｐ
Ｍ
Ｔ

Ｃ
な
ど

　

歯
科
技
工
士
＝
有
床
義
歯
技
工
学
・
歯
冠

修
復
技
工
学
な
ど

■
受
講
料　

無
料

■
照
会
先　
（
社
）
岐
阜
県
歯
科
医
師
会
事

務
局
・
川
瀬
（
☎
０
５
８
―
２
７
４
―

６
１
１
６
）

若
者
に
よ
る
若
者
の
た
め
の
投

票
率
ア
ッ
プ
チ
ー
ム
（
仮
称
）

メ
ン
バ
ー

　

関
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
年
層
の

有
権
者
の
方
に
、
選
挙
を
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
「
若
者
に
よ
る

若
者
の
た
め
の
投
票
率
ア
ッ
プ
チ
ー
ム
（
仮

称
）」
を
結
成
し
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

関
市
内
の
大
学
、
専
門
学
校
に

在
学
す
る
人
（
20
歳
未
満
も
可
）
ま
た

は
20
代
で
関
市
に
在
住
す
る
人
で
、
活

動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
で
き
る
人
、

10
人
程
度
。

※
応
募
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
活
動
内
容
　
定
例
会
を
月
１
回
程
度
開

き
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
を
目
的
と

し
た
啓
発
活
動
の
企
画
・
運
営
を
行
う
。

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
23
―
６
８
０
３　

23
―
１

６
０
０
）
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第
36
回
関
市
新
春
文
芸
作
品
展

作
品
募
集

〔
一
般
の
部
〕

▽
短
歌
「
和
」
ま
た
は
自
由
詠
・
一
人
一
首

（
選
者
＝
伊
藤
か
え
こ
・
大
塚
雅
之
）

▽
俳
句
「
新
春
雑
詠
」
一
人
二
句
一
組
（
選

者
＝
清
水
青
風
）

▽
川
柳
「
正
」「
夢
」
一
人
二
句
一
組

　
（
選
者
＝
鵜
飼
道
楽
・
平
林
土
佐
子
）

▽
俚
謡
「
飛
」「
通
」「
治
」
一
人
三
章
一
組

（
選
者
＝
北
川
美
秋
・
加
納
勇
山
）

▽
狂
俳
「
初
東
風
」「
美
し
い
」「
参
道
」「
馬
」

「
努
力
」
一
人
五
句
一
組
（
選
者
＝
河
村

花
玉
）

▽
現
代
詩　

自
由
題
・
一
人
二
編
以
内
（
選

者
＝
山
﨑
啓
）

▼
応
募
締
切　

11
月
18
日
（
火
）
当
日
必
着

〔
小
中
学
生
・
高
校
生
の
部
〕

▽
短
歌　

題
材
自
由
・
一
人
一
句

　
（
選
者
＝
堀
野
慎
吉
）

▽
俳
句　

題
材
自
由
・
一
人
一
句

　
（
選
者
＝
木
戸
道
子
・
鈴
木
信
子
）

▽
川
柳　

題
材
自
由
・
一
人
一
句

　
（
選
者
＝
鵜
飼
道
楽
・
平
林
土
佐
子
）

▽
現
代
詩　

題
材
自
由
・
一
人
二
編
ま
で（
選

者
＝
伊
佐
地
哲
男
）

※
い
ず
れ
も
学
校
名
と
学
年
、ク
ラ
ス
を
明
記
。

▼
応
募
締
切　

11
月
18
日
（
火
）
当
日
必
着

■
応
募
方
法　

現
代
詩
は
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
を
使
用
。
そ
の
他
の
種
目
は
、

官
製
は
が
き
を
使
用
（
１
枚
に
１
種
目
）。

は
が
き
の
表
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
裏
に
種

目
（
朱
書
き
）
と
作
品
を
記
入

■
送
付
・
照
会
先　

文
化
課
（
〒
５
０
１
―

３
２
３
２　

桜
本
町
２
丁
目
30
―
１　

文
化
会
館
内
）（
☎
24
―
６
４
５
５
）

「
せ
き
森
林
づ
く
り
委
員
会
」

委
員

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
切
な
森
林

を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
育
て
て
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
づ
く
り
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
任
期　

12
月
21
日
か
ら
２
年
間

■
申
込
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

■
申
込
締
切　

11
月
21
日
（
金
）

■
照
会
先　

林
業
振
興
課
（
☎
23
―
９
２
５

１
）

関市の人口（平成26年 10月 1日現在）
人口（人） 男（人） 女（人） 世帯数（世帯）

関市 91,558 （− 92） 44,720 （− 66） 46,838 （− 26) 34,297 （− 81)

関地域 76,463 （− 60） 37,405 （− 52) 39,058 （−  8) 28,663 （− 67)

洞戸地域 2,065 （−   6）  974 （−   3) 1,091 ( －  3) 774 （－   1)

板取地域 1,317 （－   3）  630 （0) 687 ( －  3) 554 （0)

武芸川地域 6,339 （－ 10） 3,072 （－   2) 3,267 ( －  8) 2,327 （−   7)

武儀地域 3,572 （－   5） 1,751 （−   3) 1,821 （－   2) 1,307 （－   3)

上之保地域 1,802 （−   8） 888 （−   6) 914 （−   2) 672 ( －  3)

※（　）内は前月比　年に２回（４月と１０月）、地域ごとの人口を掲載します。それ以外の月は、関市全体の人口を掲載しますが、市ホーム

ページで地域ごとの人口を確認することができます。

11・12月の
市役所休日窓口開設

11月2日（日）
12月7日（日）
午前９時～正午
市民課・国保年金課
生活環境課
に係る手続き

■照会先　市民課　☎23-7700
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女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
一
斉
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
、
職
場

で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
の
人
権
相
談
に
女
性
人
権
擁
護
委
員
が

電
話
で
応
対
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
17
日
（
月
）
～
23
日
（
日
・
祝
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
強
化
週
間
以
外
で
も
、
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

■
相
談
先　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

（
☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０
）

■
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１
）

平
成
27
年
関
市
成
人
式

■
開
催
日　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

■
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
（
11
月
14
日
現
在
）
を

し
て
い
る
方
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
住
所
の
あ
る
方
で
参
加

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、12
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
ま
た
は
各
地
域
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
央
公
民
館（
☎
23
―
７
７
７
６
）

戦
没
者
追
悼
式

　

戦
争
に
よ
り
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
平
和
を

祈
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３

２
）

地  域 時  間 会  場 連 絡 先

関 午後 1 時 関市文化会館 中央公民館
☎ 23-7776

洞  戸 午前 11 時 洞戸ふれあい
センター

洞戸事務所
☎ 0581-58-2111

板  取 午前 10 時 板取事務所 板取事務所
☎ 0581-57-2111

武芸川 正  午 武芸川生涯学習
センター

武芸川事務所
☎ 46-2311

武  儀 午前 11 時 武儀生涯学習
センター

武儀事務所
☎ 49-2121

上之保 午前 10 時 上之保生涯学習
センター

上之保事務所
☎ 47-2001

あ
け
ぼ
の
テ
コ
ン
ド
ー

　

英
語
で
テ
コ
ン
ド
ー
を
学
び
ま
す
。

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
英
会
話
力
も
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
不
足
の

解
消
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
な
ど
、
体

を
動
か
し
た
い
方
大
歓
迎
。
無
料
体
験

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
場
所　

下
有
知
中
学
校

◆
活
動
日
時　

火
・
金
曜
日　

午
後
６

時
30
分
～
８
時
40
分

◆
申
込
・
照
会
先　

あ
け
ぼ
の
テ
コ
ン

ド
ー
杉
野
（
☎
０
８
０
―
６
９
７
０

―
５
４
８
４
）

市
民
掲
示
板
の
申
込
・
照
会
先
は
秘
書

広
報
課
（
☎
23
―
６
８
０
６
）
ま
で 会員

募集

ヘ
ル
ス
Ｕ
Ｐ
ク
ラ
ブ

　

健
康
体
操
、
脳
ト
レ
、
室
内
ス
ポ
ー

ツ
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
）
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー

で
、
運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
１
回

５
０
０
円
で
お
試
し
参
加
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

◆
活
動
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総

合
体
育
館
」

◆
活
動
日
時　

水
曜
日　

午
前
９
時
45

分
～
11
時
45
分

◆
月
謝　

１
６
０
０
円

◆
申
込
・
照
会
先　

ヘ
ル
ス
Ｕ
Ｐ
ク
ラ

ブ　

水
口
（
☎
23
―
３
７
７
６
）
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個
人
事
業
主
の
方
へ

【
帳
簿
の
記
載
・
記
録
の
保
存
】

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
が
あ
る
方
は
、
記

帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

　

な
お
保
存
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
が
必
要

な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
】

　

関
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い

る
個
人
の
方
を
対
象
に
、
決
算
や
年
末
調
整

事
務
に
お
け
る
留
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
～

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
多
目
的
ホ

ー
ル
」

■
照
会
先　

関
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
☎
22
―
２
２
３
７
）

小
型
特
殊
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー

登
録
は
お
済
で
す
か
？

　

乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
、
コ
ン
バ
イ

ン
、田
植
機
な
ど
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
や
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
な
ど

の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
で
す
。
公
道
を
走
行
す
る
こ
と
が
な

く
、
田
畑
な
ど
、
ま
た
は
工
場
や
敷
地
内
だ

け
で
使
用
す
る
場
合
で
も
、
車
両
を
所
有
す

る
こ
と
に
対
し
て
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、該
当
す
る
車
両
の
所
有
者（
法
人
）、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
購
入
す
る
人
（
法
人
）
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
、
標
識
（
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、大
型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者（
法

人
）
は
、
償
却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
照
会
先　

税
務
課
（
☎
23
―
８
８
７
４
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

■
期
間　

12
月
３
日
（
水
）
～
７
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所　

市
役
所
５
階
・
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
総
務
管
財
課
内
）

※
６
日
（
土
）、７
日
（
日
）
は
、市
役
所
１
階
・

守
衛
室

■
照
会
先　

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23
―
６

８
０
３　

23
―
１
６
０
０
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
配
布

　

街
路
樹
な
ど
の
落
葉
清
掃
活
動
の
際
に
使

用
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
配
布
し
ま
す
。

必
要
な
方
は
、
都
市
整
備
課
窓
口
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

都
市
整
備
課（
☎
23
―
７
７
１
６
）

道
路
美
化
事
業
に
ご
協
力
を

　

花
い
っ
ぱ
い
の
町
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。本
年
は
パ
ン
ジ
ー
・

ビ
オ
ラ
の
苗
を
希
望
団
体
に
配
布
し
ま
す

（
個
人
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
）。
な
お
、
苗
数

に
は
限
り
が
あ
り
、
ご
希
望
数
に
満
た
な
い

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

■
配
布
数　

１
団
体
に
つ
き
１
０
０
株
ま
で

■
配
布
日　

11
月
26
日
（
水
）
～
28
日
（
金
）

■
配
布
場
所　

市
役
所

■
申
込
期
間　

11
月
４
日（
火
）～
10
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

■
申
込
・
照
会
先　

都
市
整
備
課
（
☎
23
―

７
７
１
６
）

市
庁
舎
な
ど
の
駐
車
場
利
用
に

つ
い
て

　

市
役
所
庁
舎
、
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
駐
車

場
は
、
施
設
を
利
用
す
る
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
通
勤
ま
た
は
旅
行
時
に

お
け
る
乗
り
合
わ
せ
な
ど
で
の
ご
利
用
は
控

え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
照
会
先　

総
務
管
財
課（
☎
23
―
７
７
６
３
）

構造および
原動機

最高速度および
大きさ

年税額
（平成 27 年

度から）

トラクタ、コンバイン、
田植機、薬剤散布車

（乗用装置のあるもの）

最高速度 35km/h 未
満のもの
大きさ、排気量は制
限なし

2,400 円

フォークリフト、ショ
ベルローダ、タイヤロー
ラ、ロードローラ、グ
レーダ、ロータリ除雪
自動車など

長さ 4.7m、幅 1.7m、
高 さ 2.8m（ 全 て 以
下）のうち、最高速
度 15km/h 以下のも
の

5,900 円

※手続きの際は、印鑑・販売（譲渡）証明書を持参し、税務課または
　各地域事務所までお越しください。
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労
働
保
険
の
手
続
き
を

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
総
称
で
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は

必
ず
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
や
通

勤
時
に
、
負
傷
や
死
亡
し
た
場
合
、
労
働
者

や
遺
族
に
対
し
給
付
を
し
ま
す
。　
　

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
時
な

ど
、
一
定
の
条
件
の
下
で
一
定
の
賃
金
低
下

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
給
付
を
し
ま

す
。
ま
た
事
業
主
に
は
、
失
業
の
予
防
、
雇

用
の
安
定
な
ど
の
た
め
の
各
種
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
（
☎
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
１
５
）、

関
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
22
―
３
２
５

１
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関
（
☎
22
―
３
２

２
３
）

岐
阜
県
最
低
賃
金

　

岐
阜
県
最
低
賃
金
は
、
本
年
10
月
１
日
か

ら
時
間
額
７
３
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
最
低
賃
金
は
、
雇
用
形
態
に
関
係

な
く
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。（
一
部
の
産
業
に

は
岐
阜
県
最
低
賃
金
と
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
適
用
さ
れ
ま

す
）。

■
照
会
先　

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
（
☎
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
０
４
）、

関
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
22
―
３
２
５

１
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

ケーブルテレビ・チャンネル長良川 明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 11月号

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz 関市の時間

放送

時間

テーマ

毎月第1・3水曜日 午前9時40分

月 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
金 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：
：

午後12時30分〜12時45分
午後8時〜8時15分
午後8時30分～8時45分
午後6時45分〜7時
正午〜午後12時15分
午後7時45分〜8時
午後5時45分～6時

合併 10周年「関の郷土料理を紹介します（前編）」

11/5 ：上之保ゆずまつり
11/19 ：いきいきフェスタ

11月の市民天体観望会 （学習情報館3階・まなびセンター）

11月のプラネタリウム投影 （学習情報館3階　コスモホール）

日　 時
内　 容
料　 金
定　 員
参加方法
照 会 先

日　 時

テ ー マ
料　 金

11月22日（土）　午後７時～8時30分
プラネタリウムでの学習、屋外での天体観望。
一般300円、中学生以下無料　※市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額
100人（定員に達し次第締め切ります。）
予約不可。受付入場開始は午後6時30分から。中学生以下の方の参加は保護者同伴。
まなびセンター（☎23-7760）

11月22日（土）、23日（日）　①午前10時～　②午前11時10分～　③午後１時30分～
④午後３時～　※午前10時の回のみ団体予約受付　※投影時間は約４０分。受付入
場開始時間は各投影開始時刻の15分前から。予約不可。

「ふたご座流星群の話」
一般300円、中学生以下無料※団体割引あり（大人20名以上）、市内在住の障がい者・
65歳以上の方は半額。

テ ー マ

定　 員

「ペルセウス座の二重星団を見よう」

各回100人（定員に達し次第締め切り）

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 249 円 24 円

大根 １本 175 円 △８円

牛肉（ロース） スライス 100 ㌘ 805 円 86 円

牛乳 紙パック１㍑ 205 円 15 円

食パン スライス１斤 172 円 21 円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 303 円 △２円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,590 円 ７円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:10 月 1 日）（価格は

消費税込み）△印＝マイナス

10月の平均小売価格

大野 かつみさん

（下有知）

かつみさんは、これまで
大きな病気もなく、元気
に過ごしてこられたと感
謝されていました。
米子さんもお元気で、楽
しく会話をされる姿が印
象的でした。おふたりと
も、いつまでもお元気で。
照会先　高齢福祉課　
☎２３－７７３０

大野 米子さん

（長住町）

地域委員会を考える市民勉強会第４弾

◆日時　12月 6 日（土）
　　　　午後 1 時 30 分～４時 10 分
◆場所　アピセ・関「多目的ホール」
◆定員　２５０人（申し込み順）
◆内容　第１部　地域の自慢大会（武儀・板取）
　　　　第２部　講演会「里山資本主義という考え方」
　            【講師】　藻谷浩介氏（日本総合研究所調査部主席研究員 )
◆申込・照会先　市民活動センター（☎ 24-7772）

関市の将来はどうなる？

「里山資本主義という考え方」

入場無料

広報せき 2014.11.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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先

（財）8020 推進財団「永久歯の抜歯原因調査」より

34

　乳歯（子どもの歯）は２０本、永久歯（大人の歯）
は２８～３２本です。永久歯の寿命は約５０～６５
年ですが、中でも奥歯は最も短く、１０歳で生えて
きたとすると６０歳前後で抜けてしまうことになり
ます。日本人の平均寿命が８４歳なので、約２０年
も差がありますが、大切にケアをすれば、歯は一生
使い続けることも可能です。

　年に１～２回の定期的な歯科健診を受けることによって、疾患の発見、口の中の健康を維持す
ることができます。今年度（平成２６年４月～平成２７年３月）に、下記の年齢になる方は無料
で歯科健診を受診できます。この機会に歯科健診を受けてみませんか？
※関市歯科健診を受ける際は「関市健診受診券」が必要です。ご不明な点は関市保健センターにおたずねください。

【関市歯科健診対象者】
３０～４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・７０歳・７５歳・８０歳

◎歯みがきでプラーク（歯垢）をしっかり落とそう
　自分の歯を守るためには毎日の歯みがきがとても大切です
　☆歯みがきのポイント
　①歯ブラシはふつう～やわらかめのものを選びましょう
　②歯ブラシは１～２カ月で交換しましょう
　※１カ月以内に歯ブラシの毛先が開いてしまう場合は、磨いている力が強すぎるかも…
　③歯を磨く時は鏡を見て、歯ブラシがきちんと歯にあたっていることを確認しましょう
　④前歯は２本ずつ、奥歯は１本ずつ丁寧に磨きましょう
　⑤フロス（糸ようじ）や歯間ブラシも使いましょう
　※歯間ブラシはサイズが間違ったものを使用すると歯肉を傷つける原因にもなってし
　　まうため、かかりつけの歯医者さんでサイズを確認してもらいましょう。

歯にも寿命があります

定期的に歯科健診を受けましょう

一生自分の歯でいるために

歯にも寿命があります

定期的に歯科健診を受けましょう

一生自分の歯でいるために

「なるほど！健康講演会～更年期の女性の心と体の健康～」のご案内
◎日時　11月 12 日（火）午後１時 30分～２時 30分（申し込み要）
◎場所　関市保健センター　　　　◎講師　岡田由香さん（岐阜医療科学大学教授）
◎申込・照会先　関市保健センター（☎２４－０１１１）

11%

13%

32%

42%

■歯周病
■虫歯
■その他
■破折
■矯正
■無効

広報せき 2014.11.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

　８０２０（ハチマルニイマル）とは「８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう」という
運動です。平成２３年度歯科疾患実態調査結果によると、８０歳で２０本以上の歯がある方の割
合は３人に１人以上で過去最高となっています。８０２０達成者は３８．３％、１人あたり平均
現在歯数は１３. ９本となっています。

８０２０（ハチマルニイマル）運動を知っていますか？

８０歳で２０本の歯を残すには？
８０２０（ハチマルニイマル）運動を知っていますか？

８０歳で２０本の歯を残すには？

永久歯の抜歯原因
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日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

11/2 真 鍋 内 科（ 寿町1丁目 ☎ 24-0115）えんどうインプラント矯正歯科クリニック（ 西本郷通2丁目 ☎ 24-6900）

3 石 木 ク リ ニ ッ ク（ 西本郷通6丁目 ☎ 21-2233）太 田 歯 科 医 院（ 小 瀬 ☎ 24-7011）

9 林 医 院（ 平和通 6 丁目 ☎ 22-5531）大 山 歯 科 医 院（ 肥 田 瀬 ☎ 23-9201）

16 やまとう内科クリニック（ 北 仙 房 ☎ 25-0505）ミ ン ト 歯 科（ 市 平 賀 ☎ 23-3784）

23 乾 医 院（ 武芸川町高野 ☎ 46-2017）く ら ち 歯 科（ 倉 知 ☎ 24-9977）

24 平 岡 医 院（ 武芸川町谷口 ☎ 46-3027）各 務 歯 科（ 栄町 4 丁目 ☎ 24-5115）

30 臼井ハツラツクリニック（ 鋳物師屋6丁目 ☎ 25-0330）ま る み 歯 科（ 西 田 原 ☎ 25-0233）

11
月
の
休
日
診
療
当
番

関市保健センター
☎ 24-0111

照会先

武芸川保健センター
☎ 46-2899

洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

心の健康相談

成人健康相談

●日時・場所　
　11 月 11 日（火）　関市保健センター　
　午後１時 20 分～３時 45 分
●相談員　専門医師、保健師
●予約先　関市保健センター ( ☎ 24-0111)、
　　　　   関保健所（☎ 33-4011）
うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどでお悩みの方ご相談ください。

●日時　11 月 26 日（水）午前 9 時 30 分～ 11 時 00 分	
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、

保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要です。）

●場所　関市保健センター
●照会先　関市保健センター（☎ 24-0111）

11月10日（月）中部学院大学（桐ヶ丘）

12月３日（水）中部電力㈱関営業所（西町）

クリーンプラザ中濃（下有知）

★11月23日（日）SEKIいきいきフェスタ会場（若草通）

9:30 ～ 12:00、13:30 ～ 17:00

9:30 ～ 12:00

13:30 ～ 16:00

9:30 ～ 15:30

※３日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は採
血できません。ご注意ください　★ 400 ｍｌ献血限定会場

11月 ～12 月上旬の関市健診

―　献血は　命と笑顔を　つなぐ愛　―

献血にご協力を

▼ 母子健康手帳をお持ちください。

▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

※予約が必要です。定員に達している場合は、ご了承下さい。
※★マークの検診には託児があります。ご希望の方は、予約時にお申し込みください。

▼ 注意事項　受診時は、受診券（白色のはがき）と健康手帳（緑色のファイル）をご持参ください。健康手帳は、初めて受診さ
れた方に関市指定医療機関または各保健センターでお渡しします。（受診券が届かない場合は、保健センターへご連絡ください。）

11 月の妊婦教室・乳幼児相談
種  別 場所（対象地域） 日 受付時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター（関） 毎週（火） 10:30 ～ 11:15 母子健康手帳の交付・
妊婦健診受診券の交付
妊娠中の健康についてのお話その他保健センター 予約制

はじめての
子育て教室

関市保健センター
（全地域） 29 日（土） 9:30 ～ 11:30

赤ちゃんをお風呂に入れる実習（沐浴）、
パパの妊婦体験、赤ちゃんの泣いたとき
の対応（予約が必要）

すこやか相談 関市保健センター
（全地域） 13 日（木） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談　　　　

（予約が必要）

子どもの
心の相談

関市保健センター
（全地域） 19 日（水） 9:00 ～ 心理相談員によることばやこころの相談

（予約が必要）

乳幼児
健康相談

武芸川保健センター
（武芸川） 4 日（火） 10:30 ～ 11:30、

13:30 ～ 14:30 

身体計測
保健師、栄養士による育児相談

（予約不要）

板取保健センター
（板取） 14 日 ( 金 ) 9:30 ～ 11:00

洞戸ふれあいセンター
（洞戸） 21 日 ( 金 ) 9:30 ～ 11:00

関市保健センター（関） 25 日（火） 13:00 ～ 14:00

種  別 検診場所 日時

特定健診
胃・大腸・肺・
前立腺がん検診

関市保健センター 11 月 10 日 ( 月 )
8:30 ～ 10:30

武芸川保健センター 11 月 16 日 ( 日 )
8:30 ～ 11:00

骨粗しょう
症検診 関市保健センター 12 月 8 日（月）

13:00 ～ 15:00

種  別 検診場所 日時

★乳・子宮
がん検診

関市保健センター

11 月 14 日 ( 金 )
13:00 ～ 15:00

★ヤング健診・
骨粗しょう症

検診
11 月 16 日 ( 日 )

9:00 ～ 11:00

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）岐阜県広域災害救急医療情報システム（http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/）
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24-2525

桜本町2 丁目 11月の休館日 4日(火)、10日(月)、17日（月）、25日（火）

24-2529

若草通2 丁目 11月の休館日 10日（月）、17日（月）

※行事・日時など一部変更されることがあります。

11月の主な行事

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

１日 ( 土 ) ホワイエ アフタヌーンコンサート
コーロ・ポエム/女声コーラス 午前11時

２日 ( 日 ) 大ホール 第59回関市文化祭　邦楽大会 午後1時
３日 ( 月・祝 )

～
13 日 ( 木 )

市民広場 第59回関市文化祭　菊花展
3日 開場式 午前10時 午前9時

３日 ( 月・祝 ) 大ホール いい歯ハッピーデー 午前10時30分

７日（金） 大ホール 関市戦没者追悼式 午後1時30分
８日（土）

～
９日（日）

ホワイエ 第59回関市文化祭　盆栽展２部 午前9時

９日（日） 大ホール 第37回ボランティア民踊の集い 午前10時

９日（日） 第３・４会議室 第59回関市文化祭　文芸大会 表彰式 午後1時

16 日（日） 大ホール 第59回関市文化祭　洋楽祭 午後1時

18日（火） 大ホール H26文化芸術による子供の育成事業
（巡回公演事業） 午前10時

19 日（水） 小ホール
さろん・こんさーと・せき
ユルンヤーコブ・テイム
チェロ・リサイタル

午後6時45分

20 日（木）
～

23 日（日・祝）
第2・3・4

会議室 第 13 回関中篆刻・篆書展 午前10時

21 日（金） 大ホール 第 37 回関市老人クラブ大会・文化祭 午前9時30分

23 日 ( 日・祝 ) 大ホール 中部学院大学 2014 プロムナードコンサート 午後3時

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日： 1日・8日・15日・22日／午後2時～2時30分／読み手：おはなし広場「どんぐり」
日曜日：2日・9日・16日（読書の日）／午後2時～2時30分／読み手：かみふうせん　　　  
木曜日：13日／午前10時30分～11時／読み手：こちょこちょ／対象：2～3歳児
　　　   20日／午前10時30分～11時／読み手：てくてく／対象：0～2歳児
いきいきフェスタ：23日／午前10時30分～11時、午後2時～2時30分／読み手：図書館職員

場　所

日　時

図書館イベントは“参加費無料”です。

図書館カウンターまたは電話、FAX、E-ma i lでお申し込みください。  
☎24-2529  23-7780  l ib@city.seki .gifu. jp

12月25日（木）から12月28日（日）まで工事による全館停電のため
臨時休館いたします。

11月14日（金）
午後1時30分～
　　　　3時30分

11月16日（日）
午後1時30分～3時

11月30日（日）
午後1時30分～3時

11月19日（水）
午前10時30分～
11時30分

11月27日（木）
午後1時30分～3時

山
や ま ぐ ち

口陽
よ う こ

子さん

（元愛知県美
み わ

和町図

書館司書）

一般 50人

上野英二さん（成城大学

教授・京都大学博士（文

学）

冷泉貴実子さん

（公益財団法人冷泉

家時雨亭文庫常務

理事）

80人 80人

15組30人

10人※申込は各回ごと

わかくさ・プラ学習
情報館2階「音楽室」

わかくさ・プラザ総合福祉
会館3階「会議室」

わかくさ・プラザ総合
福祉会館3階「会議室」

図書館内「おはなし
コーナー」

図書館内「研究室」

おはなし会
中級講座

華麗なる平安の世界

業
な り ひ ら

平と光
ひ か る げ ん じ

源氏
―伊勢物語から

源氏物語へ―

華麗なる平安の世界

和歌にみる日本の四季

第5回みんなであそぼう

図書館パートナー講座 

第6回 ～ブックカバーを

貼ってみよう～（全10回）

日　時

日　時

日　時

日　時

日　時
講　師

講　師

講　師

対　象 対　象対　象定　員 定　員定　員

定　員

定　員

場　所

場　所

場　所

場　所

場　所

上之保地域市民の劇場

武儀地域市民の劇場

「関市お笑い演芸会in上之保」

「 スギテツライブ 」

11月9日（日）

12月14日（日）

開演時間：午後2時
 (開場午後1時30分)

開演時間：午後3時
(開場午後2時30分)

上之保生涯学習センター

武儀生涯学習センター
多目的
ホール

なかじままり、ロケット団、パーラー吉松、まろまろ

～～ クラシックを遊ぶ音楽実験室 ～～

クリスマススペシャル

全席指定 1500円

全席指定 1500円

好評発売中！

図書館イベント

参加者募集

11月の
おはなし会
11月の

おはなし会

関市お笑い演芸会

主催　関市教育委員会

入 場 券 前 売 場 所

市民の劇場 関市合併 10周年記念

11月9日
1,500円（税込）全席指定

関市上之保事務所  TEL 0575-47-2001
※前売開始 10月8日（水）

日 開場　午後1時30分
開演　午後2時00分

関市上之保生涯学習センター ※未就学児の入場は
　ご遠慮ください。

入場料金

会　　場

日　時

問合せ先

●そっくり芸人で唯一
の漫談家

●岐阜県七宗町出身
  岐阜県立中濃高等

学校卒業

●主な出演
　フジテレビ「爆笑そ

っくりものまね紅白歌
合戦」

　よみうりテレビ「週刊
えみぃ showモノマネミ

リオネア」

●「発表！フジテレビ日本ものまね大賞」優勝
●第27回オールスターものまね王座決定戦
　スペシャル 優勝
●フジテレビドラマ「はるちゃん6」
　レギュラー出演

場開場 午午午

●相撲模写：若乃花
、水戸泉、朝青龍 他

多数

●大学卒業後、浅草
松竹演芸場に司会者

として

　修業。歌手大川栄
作の専属司会者とな

る。

●2002年９月 第1回
東京漫才協会新人大

賞受賞

●2006年　　 第61回
文化庁芸術祭新人賞

受賞

●主な出演　  NHK「
爆笑オンエアーバト

ル」

　　　　　　  日本テ
レビ「笑 点」

ジテレビ日本ものまね大賞」優勝
ルスターものまね王座決定戦

in上之保

一般 一般

0～1歳児と保護者

一般

対　象

対　象

有料

好評発売中！

照会先　上之保事務所（☎47-2001）

照会先　武儀地域教育事務所（☎49-2121）
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●福祉総合相談（☎22-0372）

　各日とも午後1時30分～3時30分

　関 　毎週土・日曜日　総合福祉会館1階　1-1相談室

　板取　  6日（木）　洞戸 14日（金）

　武芸川 18日（火）  武儀 21日（金）

　上之保 25日（火）

●生活の全般的な相談

（岐阜県パーソナル・サポート・センター　☎058-269-3757）

　毎週木曜日 午前9時～午後5時　総合福祉会館1階「1-1研修室」

●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）

▼  4日（火）、12月2日（火）午後1時～4時　

　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●心の健康相談（☎21-5566）※事前予約が必要

▼10日（月）午後2時～、3時10分～、4時20分～（1日3人まで）

　かざぐるまサポートセンター（稲口774-1）

●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）
▼12日（水）・26日（水）午後1時～3時 

　総合福祉会館1階「生活訓練室」

●家庭児童相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　家庭児童相談室

●母子・女性相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　児童母子福祉センター

●まちの保健室（☎24-0111）

▼30日（日）午前11時～午後1時

　総合福祉会館1階「生活訓練室」

日 関　地　区 武芸川地区
11/1 丸 長 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 3 2 4 3 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

2 山 田 設 備 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 5 9 7 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

3 ア テ イ ン ム ラ イ （ 春 里 町 2 丁 目 ☎ 2 2 - 9 4 3 2 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

8 シ ン エ イ 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 1 7 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

9 堀 内 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 2 8 8 0 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

15 石 田 水 道 （ 各 務 原 市 ☎ 058-384-0312）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

16 ユ タ カ 設 備 （ 寺 内 町 ☎ 2 2 - 9 3 8 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

22 山 中 工 務 店 （ 小 瀬 ☎ 4 6 - 8 1 1 6 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

23 長 沼 水 道 工 業 所 （ 本 町 4 丁 目 ☎ 2 2 - 0 2 0 5 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

24 早 川 水 道 工 業 （ 明 生 町 5 丁 目 ☎ 2 2 - 2 8 9 5 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

29 中 濃 温 水 サ ー ビ ス （ 西 神 野 ☎ 2 9 - 0 2 3 1 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

30 関 水 道 工 業 （ 北 福 野 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 9 3 2 8 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区
11/1 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

2 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

3 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

8 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

9 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

15 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

16 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

22 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

23 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

24 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

29 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

30 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

11月の水道当番

11月の
各種無料
相談案内

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）

　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）

　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）

●婚活サポートセンター（結婚相談）（☎23-7776） 

▼  7日（金）・21日（金）午後1時～3時30分

▼15日（土）午前9時～11時30分　

　中央公民館（わかくさ・プラザ内）

▼  7日（金）午後1時～3時30分　

　洞戸ふれあいセンター（ほらどキウイプラザ内）および武儀生涯学習センター

●高齢者相談

（中央第１☎23-0660、中央第２☎23-5320、中央第３☎28-2208、

　中央第4☎24-8580、東☎40-1237、西☎45-1007）

　月～土曜日 午前9時～午後5時 中央第1～第4・東・西の各地域包括支援センター

●内職就業相談（☎24-6767）

　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）

●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）

　19日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー

●消費生活相談（☎23-6752）

　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課

●法律相談（☎22-2266）

　17日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）

●経営改善相談（☎22-2266）

　17日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）

●ＤＶ電話相談（☎25-1489）

　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）

　 ▼  13日（木）・20日（木）・27日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1相談室」

　 ▼  6日（木）午後1時30分～3時30分　洞戸事務所「会議室」

●行政相談（☎23-6706）

　 ▼  6日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●行政書士による許認可手続相談（岐阜県行政書士会　☎058-263-6580）

　 ▼18日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●不動産に関する相談（☎23-6706）

　 ▼11日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　金曜日　午前9時～正午　国保年金課（予約が必要）

各老人福祉センター
相談室
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